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令和４年足寄町予算審査特別委員会議事録（第２号） 

令和４年３月１７日（木曜日）     

 

◎出席委員（１２名） 

   １番 多治見 亮 一 君   ２番 高 道 洋 子 君 

   ３番 進 藤 晴 子 君   ４番 榊 原 深 雪 君 

   ５番 田 利 正 文 君   ６番 熊 澤 芳 潔 君 

   ７番 髙 橋 健 一 君   ８番 川 上 修 一 君 

   ９番 髙 橋 秀 樹 君  １０番 二 川   靖 君 

  １１番 木 村 明 雄 君  １２番 井 脇 昌 美 君 

 

◎欠席委員（０名） 

 

◎法第１２１条の規定による説明のための出席者 

足  寄  町  長   渡 辺 俊 一 君 

足寄町教育委員会教育長   藤 代 和 昭 君 

足寄町農業委員会会長              齋 藤 陽 敬 君 

足 寄 町 代 表 監 査 委 員              川 村 浩 昭 君 

 

◎足寄町長の委任を受けて説明のため出席した者 

副    町    長   丸 山 晃 徳 君 

総  務  課  長   松 野   孝 君 

福  祉  課  長   保 多 紀 江 君 

住  民  課  長   佐々木 雅 宏 君 

経  済  課  長   加 藤 勝 廣 君 

建  設  課  長   増 田   徹 君 

国民健康保険病院事務長   川 島 英 明 君 

会  計  管  理  者   伊 藤 啓 二 君 

消  防  課  長   大竹口 孝 幸 君 

 

◎教育委員会教育長の委任を受けて説明のため出席した者 

教  育  次  長   丸 山 一 人 君 

 

◎農業委員会会長の委任を受けて説明のため出席した者 

農 業 委 員 会 事 務 局 長              山 田 弘 幸 君 

 

◎職務のため出席した議会事務局職員 

事  務  局  長   横 田 晋 一 君 

事  務  局  次  長   野 田   誠 君 

総 務 担 当 主 査   中 鉢 武 志 君
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◎議事日程 

 日程第 １  議案第４１号 令和４年度足寄町一般会計予算 
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午前１０時０４分 開議 

 

◎ 開議宣告 

○委員長（髙橋秀樹君） ただいまから、

予算審査特別委員会を再開します。 

 予算審査の進め方について、説明いたし

ます。 

 一般会計と特別会計は、歳出の目で進

め、質疑が終了した後、歳出の総括質疑を

行います。 

 歳入においては、歳入の項で進め、質疑

が終了した後、歳入の総括質疑を行いま

す。 

 第２条以降がある場合は、それぞれの質

疑を受け、終了後、全体の総括質疑を行い

ます。 

 企業会計については、収益的支出の目か

ら進め、次に収益的収入の一括を、次に資

本的収入及び支出一括で審議を行い、次に

総括質疑を行います。 

 第２条以降がある場合は、一般会計、特

別会計同様、それぞれの質疑を受け、終了

後、全体の総括質疑を行います。 

 

◎ 議案第４１号 

○委員長（髙橋秀樹君） これから、議案

第４１号令和４年度足寄町一般会計予算の

件を議題といたします。 

 提出議案につきましては、既に説明を受

けておりますので、これから質疑に入りま

す。 

 ４６ページをお開きください。 

 歳出から進めます。 

 目で進めます。 

 第１款議会費、第１項１目議会費、質疑

はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ４８ページ、第

２款総務費に入ります。 

 第１項総務管理費の１目一般管理費、質

疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ５２ページ、２

目基金積立金、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ３目会計管理

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ４目財政管理

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ５目文書広報

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ６目交通安全対

策費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ７目庁舎管理

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ６０ページ、８

目財産管理費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ９目車両管理

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １０目公平委員

会費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １１目特別職報

酬等審議会費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １２目功労者表

彰費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １３目自治会振

興費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １４目企画振興

費。 

 ２番高道委員。 

○２番（高道洋子君） ６７ページの企画

振興費についてお伺いいたします。 

 その中で、ふるさと納税のことについて
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でございますが、今年度は１億円のふるさ

と納税の納入を目標に掲げているというこ

とはお聞きしました。１億円ということ

は、昨年度８,０００万円でしたか、たしか

ね。８,０００万円も大変だったのに１億円

というのはより大変だなと。しかし、他町

村のいろいろな情報を新聞等で見ますと、

やはり返礼品にすごくこだわって、返礼品

をすごく開発研究して頑張っていらっしゃ

るようにも聞いて、それでだんだんだんだ

んと魅力ある返礼品に寄附をするという

か、そういう感じが見受けられます。 

 そこで、この１億円の見込みですね。ど

ういう見込みがあって、あるのかないの

か、またそういう気配がするのか。それと

……、まずそこですね。１億円の根拠とい

うか、それをまず聞きたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長、

答弁。 

○総務課長（松野 孝君） お答えいたし

ます。 

 来年度予算の１億円の根拠でございます

か、まず高道委員おっしゃったとおり、令

和２年度は実績は８,０５０万円程度の寄附

額がございました。令和３年度につきまし

ても、当初は１億円の寄附額を見込んでお

りませんでしたが、補正をいたしまして、

令和３年度の半期ぐらいまでの実績につい

て、前年を上回る寄附申込みがございまし

て、１億円の見込みがございました。 

 実績、では実際の決算はどうなのだとい

うことで、まだ３月の見込みがまだ幾らか

分かりませんけれども、一応１億円の見込

みに対して１億円の達成は非常に難しいと

いう状況でございます。ただし、令和４年

度につきましては、あくまでも１億円をめ

どに今後も返礼品の開発の補助金等とかも

ございますので、新たな商品を開発して１

億円の大台を突破したいという要望という

か、何というのかな、頑張っていこうとい

う意味を込めて１億円という予算額を予算

化したものでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ２番高道委員。 

○２番（高道洋子君） １億円ということ

で、頑張ってほしいものだと思っているわ

けです。 

 そこで、やはりいろいろな情報を聞きま

すと、ふるさと納税のあれは帯広辺りも本

当に何千万円だったのがもうすごい金額

で、ここ最近、ここ一、二年すごい飛躍し

ているようですが、やはり返礼品がやっぱ

りそこがキーワードというか、ポイントに

なるみたいにも感ずるわけです。 

 返礼品の、なかなか足寄町にはイモ、タ

マネギとかそういうのはその時期のものだ

し、それからトウキビにしてもその時期し

かできないしということで、いろいろと開

発ですね、そこら辺の見込みというか、予

定とか、兆しとか、そういうのは、またそ

ういうグループが、開発しようとするグ

ループがあるのかないのかとか、そこら辺

はどうなっているのでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長、

答弁。 

○総務課長（松野 孝君） まず、令和３

年度のちょっと実績というか、お答えいた

しますけれども、令和３年度につきまして

は、新たに石田めん羊牧場さんの石田さん

のほうで、カレー、羊カレーというのが開

発されまして、既にポータルサイトのほう

に載っております。結構、２０以上の申込

みが、年度途中でポータルサイトのほうに

載せましたけれども、結構２０以上申込み

がございまして、なかなかスパイシーでお

いしいカレーだそうですので、私はまだ食

べておりませんけれども、４年度もそのカ

レーについて、もっと伸びていければなと

思っております。 

 あと、令和４年度の新開発商品の見込み

ということでございますけれども、既に例

えばホテルレウスさんでチーズケーキを出

されておりますけれども、そのチーズケー

キの中に小豆が入った商品が既に開発をさ
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れておりまして、それも今後ポータルサイ

トに載せられて新たな商品として、大きく

貢献できる商品になればということで考え

ているところでございます。 

 あと、今年度も新商品の開発の補助金等

も予算化しておりますけれども、まだこれ

について活用して何か新たな商品を開発し

ようかなという団体はまだございません。

今後に期待しているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ２番。 

○２番（高道洋子君） 分かりました。 

 何とか１億円目指して頑張ってほしいも

のだと思うわけでございます。 

 開発のほうも本当に力を入れて、アピー

ルして、そういう開発支援金があるのだよ

ということも、もうちょっと町民のほうに

もアピールするなり、周知していただきた

いものだと思います。 

 案外主婦の間でも、こういうのどうだろ

う、ああいうのどうだろうと思っている人

たちも結構いて、どういうふうにしていい

か分からないというか、そういう商品開発

まではなかなかね、本当に仲間がいないと

なかなかできないし、また財源もないとで

きないということで、その方法すら大変な

ことなのですけれども、そういう手取り足

取りですね、そういうアピールというか宣

伝もしていってほしいものだと思います。

何とか、魅力ある返礼品の開発にこのふる

さと納税というのは全てがかかっているよ

うな気がしますものですから、よろしくお

願いしたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に、質疑はあ

りませんか。 

 ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） 同じく企画振興費

の中で、予算説明書の１８ページになりま

す。 

 地域おこし協力隊のことが新しく３名、

最大３名雇用するというふうに書いてあり

ますが、辞められた方もいらっしゃるとい

うふうに伺っています。今現在、地域おこ

し協力隊は何名いらっしゃって、どこに配

属されているのかどうか確認させていただ

きたいのですが、よろしいでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 丸山副町長、答

弁。 

○副町長（丸山晃徳君） 答弁させていた

だきます。 

 令和３年度から４年度に継続される方

が、企画のほう、この費目の中でチーズの

製造サポートで１人、あと農業のほうで畜

産関係でお一人、あと観光で２人、計４人

の方が３年から４年に継続して採用される

見込みでございます。 

 新たな者として６人が予算化しておりま

して、この企画の中で、企画提案型で足寄

町の地域振興や情報発信とか、足寄町の課

題を見つけて足寄町の元気をつけていただ

けるような形の応援をしていただく方とし

て新人の方２人の予算化をしています。 

 あと農業のほうでは、イチゴ栽培のほう

で、ぬくもり農園のほうで働いていただく

ことを前提とした方が２人、あと観光のほ

うで、道の駅ですとか、新たなオンネトー

の休憩舎と観光の業務で業務を担っていた

だけるような方を２人ということで、継続

の方が４名、新たな方が６名、計１０名の

予算を確保しています。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） すみません。途中

からちょっと分からなくなってきてしまっ

たのですが、もう一度よろしいでしょう

か。 

 継続される方はチーズのほうが１人、農

家の畜産関係に１人、あと観光で２人、計

４人。その後をすみません、もう一度よろ

しいでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 副町長、答弁。 

○副町長（丸山晃徳君） 新たな採用枠と

して、企画のほうで企画提案型で２人、あ
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と農業でイチゴのビニールハウスのほうで

活躍していただく方として２人、あと観光

のほうで道の駅ですとか、新休憩舎ですと

か、いろいろなＳＮＳとか情報発信をして

いただく観光業務で２人ということで、新

たな枠が６人、合計で１０人の予算を確保

しています。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に、質疑はご

ざいませんか。 

 １０番二川委員。 

○１０番（二川 靖君） 予算書の６９

ページで、説明資料で言えば１７ページの

移住推進事業、促進事業ですか、について

なのですけれども、５６４万７,０００円を

計上されているということで、この間移住

の関係で言えば、どのぐらいの相談数と人

口抑制というふうに書いてありますけれど

も、どういった取組がなされているのか、

ちょっと教えていただきたいなというふう

に思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長、

答弁。 

○総務課長（松野 孝君） 申し訳ござい

ません。 

 令和３年度の実績というか、相談件数に

つきましては、今ちょっと資料ございませ

んので、申し訳ありません、今ちょっとお

答えはできないところでございます。よろ

しいでしょうか。 

 それで、移住等サポート業務の内容でご

ざいますけれども、約５６４万７,０００円

の予算を見ておりますけれども、まず相談

員といたしまして、１名の人件費が２５０

万円程度の人件費を予算をしてございま

す。 

 あと、移住希望者の募集業務で旅費等が

ございます。あと、モニター事業といたし

まして、モニター事業への視察先事業所へ

の見学等に対する講師等に対する謝礼等で

６９万円ほどを予算化してございます。 

 あと、体験住宅管理費用といたしまし

て、体験住宅の清掃等や草取り業務で３２

万円程度を予算化してございます。 

 あと、コロナ禍であまり令和３年度は実

績はございませんが、足寄町に来ていただ

いた方に対しての定住や交流の事業、交流

会等の事業で１２万円程度の予算化をして

ございます。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １０番二川委

員。 

○１０番（二川 靖君） 細かい内容は分

かりましたけれども、では本当にいわゆる

人口減少の抑制という、ここに書かれてい

るのですけれども、そこに果たして本当

に、相談員の人件費２５０万円程度で一生

懸命やっていらっしゃるのかなというふう

に思うのですけれども、そういった中で本

当にこの人口減少抑制ということを目的と

しているのであれば、本当にこの金額でど

うなのかなという、多いのか少ないのかと

いうのはちょっとありますけれども、そう

いったことで人口減少の歯止めになってい

るのかなというふうに思うのですけれど

も、そこら辺ちょっとお聞かせ願いたいな

と思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 丸山副町長、答

弁。 

○副町長（丸山晃徳君） 答弁させていた

だきます。 

 この業務はこれまでもびびっどコラボ

レーションに委託をして、ツアーですと

か、首都圏でのＰＲ等をして足寄町に来て

いただくと。お試しで数日、数週間来てい

ただいて、その後足寄町が気に入って移住

を検討していただいて、実際に移住してき

ている方も数多く、数多くというのは何十

人もというわけではないですけれども、私

の知る限りは十数人はいます。 

 地域おこし協力隊としてまず来ていただ

いて、そこで足寄町の農業関係でお仕事を

していただいて、その後定住につながって

いる方もいますし、放牧酪農に興味を示し
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て実際に酪農のほうの道に進む方もいまし

て、具体的なお名前も様々いらっしゃっ

て、この取組がなければ足寄町に来ていた

だけなかった、出会えなかったという方々

もたくさんいまして、足寄町の大きい起爆

剤ではないですけれども小さなまちおこし

にはつながっていると思いますので、金額

的な面ではこの金額でいいのかというとこ

ろはなかなか難しいところでございますけ

れども、またたくさんお金を出せばいいと

いうところでもないですし、人材、スキル

も必要な人間性も必要な業務ということで

なかなか難しい面もありますけれども、足

寄町としては引き続きこの業務は継続して

進めていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １０番二川委

員。 

○１０番（二川 靖君） 了解しました。 

 今後もこういったやっぱりサポート含め

たものが必要になってくるのかなというふ

うに思っておりますので、今年度以降も、

今年度はこういう予算を立てておりますけ

れども、よろしくお願いしたいなというふ

うに思っております。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に、質疑はご

ざいませんか。 

 ２番高道委員。 

○２番（高道洋子君） 計画書の６７ペー

ジの説明のところに、空き家対策事業費１

１万６,０００円とあります。この空き家対

策といえば、足寄町には３５０戸ほどの空

き家がございまして、その関係の費用で金

額が少ないのですけれども、その件につい

てまず伺いたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長、

答弁。 

○総務課長（松野 孝君） 空き家対策事

業につきましては、１１万６,０００円と小

さい額ではございますが、実際空き家対策

についての住環境・店舗等補助金がござい

まして、例えば空き家の取壊しについては

そちらのほうで取壊し費用についての補助

金を見てございます。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ２番高道委員。 

○２番（高道洋子君） そうですね、補助

金は皆さんすごく利活用されていて、業者

の方も持ち主の方もすごくありがたがって

いる事業ということは承知しております。 

 なかなか空き家対策のネックになるの

は、多分持ち主が遠方にいて了承を得られ

ないとかいろいろな、利活用するにも何度

も議会でも質問があったわけでございます

が、その３５０件のどうしようとしている

のか。他町村にあっては、いろいろな店舗

というか空き家を利用してまちづくりの拠

点にしているとか、喫茶店をやっていると

か、いろいろなこともよく新聞で見受けら

れます。そうした中で、足寄町は３５０件

を今後どのようにしていこうとしているの

か。また平成４年度の事業にどのように組

まれているのか、お伺いしたいと思いま

す。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長、

答弁。 

○総務課長（松野 孝君） 空き家対策に

つきましては、理想で言えば、現空き家３

００以上ございますけれども、それを改修

等をして新たな利活用ができれば一番よろ

しいかと思いますけれども、なかなか現空

き家を利活用するのはなかなか難しいとこ

ろでございまして、ただし今後も利活用で

きるよう検討を進めてまいりたいと考えて

ございます。 

 あと、空き家については実際足寄町から

転出されて持ち主が例えば亡くなったりし

た場合、大変その追跡をするのがなかなか

難しいところでございましたけれども、空

き家法等の改正と言っていいかどうか分か

りませんけれども、によりまして、固定資

産税の税情報を以前は使用できなかったの

ですが、それが例えば総務課で空き家対策
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しておりますので、例えばここの空き家の

方の税情報が見ることが可能となっており

ます。それで分からなければ、それぞれ転

出先の市町村等に住民票あるいは戸籍等の

情報も公用で取得できますので、それを基

にどんどん調査も可能となっておりますの

で、実際令和３年度につきましても相続情

報を調べて、実際その方の所有者を突き止

めまして、こちらから御連絡して実際に取

壊しを行っていただく方も実際ございます

ので、今後もその取組をして、私どものほ

うで、こういう補助金がございますので活

用していただけませんかというアプローチ

も今後積極的にしてまいりたいと考えてい

るところでございます。 

 以上でございます。（「分かりました。

よろしくお願いいたします」と呼ぶ者あ

り） 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に、質疑はご

ざいませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ７２ページ、１

５目行政情報管理費、質疑はありません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １６目職員住宅

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １７目あしょろ

銀河ホール２１管理費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １８目新エネル

ギー対策費、質疑はありませんか。 

 ８番川上委員。 

○８番（川上修一君） ７７ページの右側

に、下に地球温暖化対策事業９９０万円と

あります。予算説明資料では１９ページで

すか。予算説明資料にのっとって質問させ

ていただきます。 

 計画策定業務を委託するということなの

ですけれども、財源は国とはいえ、この９

９０万円というお金は大金だなと自分は感

じるのですね。それで、補助事業ですか

ら、どこかに計画を委託しなかったらこの

補助金が下りないのか、そういうわけでは

ないのだったら足寄町の職員でこの計画は

立てるのは難しいのかなとちょっと疑問に

思ったものですから、まずその点をお伺い

いたします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長、

答弁。 

○経済課長（加藤勝廣君） こちら、計画

を立てるのに、ただ足寄町の職員でやるの

であればちょっと人手不足かなという部分

がございまして、それで国の補助事業１０

分の１０ということで１００％の補助が出

ますので、そちらで活用いたしまして、

ちょっと業者のほうに委託をかける予定と

してございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ８番川上委員。 

○８番（川上修一君） 業務が多忙で人手

不足なのかなというのも理解できるのです

けれども、では今度は中身のことちょっと

質問するのですけれども、業者に委託して

計画を立てましたと。そして、説明資料に

よりますと、住民や関係者のヒアリングと

か勉強会の開催を行うと書いてあるのです

けれども、今年度中にこういった勉強会や

ヒアリングというのは行う予定なのでしょ

うか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長、

答弁。 

○経済課長（加藤勝廣君） こちら町だけ

で取り組むものではございませんので、足

寄町全体として取り組むべき課題になって

きますから、当然民間事業者の方とかも協

力していただかなければならないというこ

とで、どういった取組をしていくのかとい

うことを民間の事業者にも分かっていただ

かなければならないということで、勉強会

を開催していく方向でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ８番川上委員。 

○８番（川上修一君） そのことは理解す

るのですけれども、令和４年度内に勉強会
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も行うということですか。はい。続けてい

いでしょうか。 

 すごくいい事業だと私は思っておりま

す。足寄町は森林面積も多いし、私がこの

事業を推測すると、要するに足寄町で二酸

化炭素何ぼ出したか。そして森林によって

吸収量が何ぼあるか。そういう差額を足寄

町も出すけれども、全国的に出していっ

て、将来的にはどうしても出すほうが多い

ところが市町村ですとか企業とかあると思

うから、そこの部分は吸収してくれる市町

村にお金になるのか何になるか分かりませ

んけれども、相殺していこうと。それに

よって、日本のカーボンをゼロにしていこ

うということなのだろうと思うのです。で

すから、戻りますけれども、森林面積の多

い足寄町にとってはメリットのある事業に

なっていくのかなということであるなら

ば、今一緒にゼロカーボンシティ宣言して

いる市町村や何かとも情報交換しながら、

やはり一歩先に進むような気持ちを持って

取り組んでいっていただければいいなと思

います。 

 質問を終わります。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に、質疑はご

ざいませんか。 

 ５番田利委員。 

○５番（田利正文君） 今の川上委員のと

ちょっと関連するのですが、説明書による

と、再生可能エネルギーの導入計画策定業

務となっておりますよね。この中身をどん

なふうに考えているのか、ちょっと知りた

いのです。というのは、説明資料の１１

ページ、地域活性化推進事業とあります

ね。そういったのと絡めて、言わばまちづ

くりに生かすというような視点が入ってい

るのかどうか、ちょっとお聞きしたいので

すけれども。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長、

答弁。 

○経済課長（加藤勝廣君） このカーボン

ニュートラルをやるのに、再生可能エネル

ギーといったものをどう取り組んでいくか

というと、今足寄町でやっているものであ

れば太陽光発電ですとか、バイオガスプラ

ントですとか、木質ペレットそういったも

のが挙げられます。今後、さらにいろいろ

な施設を建てる場合にも、例えば木質ペ

レットを使うだとか、そういった方向で検

討していくという形になりますし、こちら

の事業のほうも活用していければ……、そ

うですね、こういったものを活用していけ

ればということで考えております。 

○委員長（髙橋秀樹君） ５番田利委員。 

○５番（田利正文君） ちょっとやっぱり

よく分からないのですけれども、私が聞き

たかったのは、再生可能エネルギー導入計

画の策定業務をやると。再生可能エネル

ギーを取り入れるためにはどんなことをや

るかと、それはいろいろな手法があると思

うのですけれども、それをやりながらなお

かつ、説明書でいう１１ページのところの

地域活性化推進事業というのと絡める必要

はないのでしょうけれども、そういうふう

な発想がそこに含まれているのかというこ

とを聞きたかったのですけれども、それは

どうなのでしょうか。そういうことも狙い

の中に入っていますよというのであればあ

れなのですけれども。 

○委員長（髙橋秀樹君） 町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） この地球温暖化対

策でありますけれども、これは今ＣＯ₂が非

常にいろいろな生産活動の中で増えてき

て、それが温室効果ガスということになっ

て気温が上がってきて、それによって例え

ば災害が増えたりだとか、それから取れる

作物が取れなくなったりだとか、海水の温

度が変わってきて今まで捕れた魚が捕れな

くなったりだとか、いろいろな課題がいっ

ぱい出てきていると。そういうことで、や

はりなるべくＣＯ₂を発生させない、目標と

してはゼロにしながら地球の温度を上げて

いかないというか、そういったことがひと

つ目的になるわけですけれども、そのこと
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とあわせて、では化石燃料を使わないとい

うことになると、それぞれの町民の人たち

もみんな化石を使ってますし、いろいろな

民間業者の方たちもみんな化石燃料を使っ

て、今やっています。そのことを、少しず

つ化石燃料を使わないようにして減らして

いくということをやらなければならないの

で、一般的に我慢をしたりだとか、そうい

うようなことがあるのではないかなという

ことも考えられるわけですけれども、そう

ではなくて、やはり地域の中にあるいろい

ろな課題も含めて、この脱炭素というかゼ

ロカーボンの取組だとかも含めながら、地

域の中のそういう課題も解決をしていこう

ということが国のほうでは言われていま

す。なので、脱炭素で地方創生をだとかと

いうようなことも国では言っています。そ

ういうことですから、地域の中での、そう

いった意味では、エネルギーを地産地消す

るというようなことができれば、今まで化

石燃料を買うのに全部外にお金が行ってい

たのがまちの中で、地産地消ですから、ま

ちの中でお金が回るだとか、そのことに

よって、また地域の活性化だとかにもつな

がっていく、地域の中の経済も潤ってい

く、そういった取組につなげていくよう

な、そんな形になっていかなければならな

いのかなというように考えているところで

あります。 

 足寄町は木質ペレット、御存じのとお

り、やっていて、この役場も、それからむ

すびれっじですとか、それから消防の庁舎

もそうですけれども、ここの木質ペレット

のボイラーから暖房を取っていると。それ

から、どんぐりですか、どんぐりだとかも

そうですよね。それから、いろいろと町民

の皆さん方にもペレットストーブなど、木

質ペレットのストーブだとか導入していた

だいて、そういった形で、地域の中で、そ

この部分は地域の中で、言ってみれば、外

にお金が出ていかないで回っていると、こ

ういう取組を足寄町の中でもうちょっと広

げてやっていけるような形になればいいの

ではないかなというように考えています。

ですから、再生可能エネルギーの導入計画

ということになっていますけれども、それ

は太陽光もあったり、それから温泉熱も

あったり、それから足寄は森林のまちです

から木材をもっと森林資源を活用してです

とか、そんなことも含めながら、いろいろ

な可能性というのをこの計画の中でつくっ

ていきたいなと、探っていきたいなという

ように思っています。それと併せて、先ほ

ど川上議員さんからもお話ありましたけれ

ども、町民の皆さんだとか民間業者さんの

方々も、皆さんそういうことで化石燃料今

使っているわけですから、それをいかに変

えていけるのかというようなところも、町

民の皆さんと一緒に考えなければならない

ということになりますので、そういう取組

を令和４年の中でできたら、この導入計画

策定業務の中で少しでもできればなと考え

ているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ５番田利委員。 

○５番（田利正文君）  今の町長の答弁

で、私が考えていることとほぼ一致してい

るなというふうに思いました。というの

は、岩手県の宮古市でドイツのシュタット

ベルケのやつを学んでというか、倣ってと

いうのでしょうかね、太陽光なり水力なり

木質なりバイオマスなりと、いろいろなこ

とをやって、そういう会社を自治体、ここ

で言えば学習塾みたいに公設民営の会社を

つくってやり始めている。実証実験を始め

ているのですね。そんなことをちょっと見

ましたので、この宮古市なのですけれど

も、私初めて議員になったときに、住宅リ

フォーム制度をやりませんかと提案したと

きに、当時町で新築住宅に１００万円出す

ということを考えていて、さらにリフォー

ムを考えているのだと。けれども、当面は

１００万円だけでという話があって、それ

で私が一般質問したときに「やります」と
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町長が言ったのですよ、当時ね。私初めて

の議員で何も分からなくて、議長に今、町

長やると言ったのですねといったら、そう

だと言われたこと記憶が残っているのです

けれども、それが今１１ページのところに

ある地域活性化推進事業で４,９００万円の

予算がつけられていますね。それが何億円

と１０倍近くの経済効果を発揮していると

いうふうになってきています。そんなふう

に、再生可能エネルギーの問題も、町長も

言ってましたけれども、町内から町外に資

金を流出させないと、できるだけさせない

といいますかね、地産地消でやると、そん

なことも含めて検討していただきたいし、

具体化のときにそのポイントを抜かないで

いただきたいという思いがあるのです。 

 前に私一般質問でもやりましたけれど

も、小規模分散型でやるですとかね。それ

から、今言ったような地域循環型にする、

地産地消にするというようなことも含めて

やっていただきたいというふうに思いま

す。視点の中に抜かないでほしいと思いま

すね。 

 それから、今足寄のまち見てもらったら

分かると思うのですけれども、人口減少と

高齢化の関係でスーパーがフクハラとサツ

ドラとツルハですか、それがもしなくなっ

たら買物難民になってしまいますよね。そ

ういう実態というのはもう迫ってきている

のだと思うのです。だから、雇用の創出

と、それから地域、まちづくりと、活性化

ということも、その視点もぜひ抜かないで

具体化の中に検討していただきたいと思っ

ているのです。 

 以上です。よろしくお願いします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に、質疑はご

ざいませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １９目国民保護

対策費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２０目銀河線跡

地整備費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２１目情報化推

進費。 

 １０番二川委員。 

○１０番（二川 靖君） ちょっと単純な

ことなのですけれども、７９ページの高性

能アンテナ接続補修費補助金ということ

で、説明資料でも何ページですか、２０

ページに載っているのですけれども、現時

点でアンテナが何基立っていて、何人の方

が利用しているのか、ちょっと教えていた

だきたいなと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 丸山副町長、答

弁。 

○副町長（丸山晃徳君） 答弁させていた

だきます。 

 この高性能アンテナ対策の実施したとこ

ろは、総務省のその当時のデジタルサポー

トセンターというところが別団体でやった

ものなのです。その対象者というのが、足

寄で言えば中矢の中継局から普通の地デジ

の電波が届かない場合に、それを補塡する

ために、それをカバーするためにまず足寄

町が有線放送ですとか無線放送で、例えば

芽登のミニ中継局ですとか、白糸ですとか

稲牛とか、各場所に町で整備をしました。

それでも電波が届かない、町の電波も届か

ない、中矢中継局の電波も届かない、そう

いうところを高性能のアンテナを特別に総

務省がその世帯に工事費を全学出して整備

するよということで、北海道総合通信局が

中心となってやったものです。 

 実際のところは、そのデータが、その当

時きちんと町のほうに報告がなかったもの

で、結果としてあそこは高性能アンテナ対

策をやっているのだなというのは後から分

かるようなところがあります。大体、二、

三十軒か４０軒とか、そのぐらいのところ

が多分されているのではないかと。 

 今問題となっているのは、高性能アンテ

ナ対策をやったところは国のお金でやった
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ので町は関与してないのですけれども、今

になって木が生い茂って電波が届かなく

なったとか、あと大型ダンプが、高いとこ

ろにアンテナを立てて自宅まで何百メート

ルとケーブル線引っ張っているのですけれ

ども、そこにダンプがその線を引っかけた

とか。そうなったときに、デジサポという

ところが解散しているので、本来であれば

自己負担でその方々が直さなくてはいけな

いのですけれども、そうはいっても非常に

金額もかかるもので、あと、有線共聴で

やっていたり無線共聴やっている場合は町

が全部維持して電波をお届けしていました

ので、高性能アンテナ対策でやったところ

だけを、それを知らないということにはな

らないということで、町が壊れたときに補

修をしているというところで、最近になっ

て毎年一、二軒、そういう方々がいるの

で、そのための万が一の補助金として計上

しているものでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １０番二川委

員。 

○１０番（二川 靖君） 今、副町長の答

弁があったように、いろいろ副町長もここ

に関わって、私も御苦労されているのは実

は知っているのです。やっぱり町民全員が

やっぱり見れるようにという観点からいえ

ば、やっぱりこういう対策も必要なのかな

というふうに思いましたので、大体何軒が

あって、お互い見れるような状況が、やっ

ぱり全町民がそういったことで見れるよう

な状況というのはやっぱり必要なのかな

と。何ぼデジタル化になって高度化になっ

ても、なかなかそういう難視聴地域ができ

るということはこれちょっと足寄町広いの

で、今後ともやっぱりこういったことも含

めて、総務省が立てたものなのでしょうけ

れども、そういったことでやっぱり今後以

降も多分これについては変わっていかない

のかなというふうに思うのです、難視聴地

区というのが。そんなことでちょっとここ

ら辺についても、これ単年度でなくて多分

長い目で見ていかなければならない事業に

なるのかなというふうに思いますので、今

後ともこの部分については見れるような状

況、テレビが見れるような状況というのは

つくっていっていただきたいなということ

を申し上げて、質問に代えたいというふう

に思っています。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に、質疑はご

ざいませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ８０ページに入

ります。 

 第２項町税の１目税務総務費、質疑はあ

りませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ２目賦課徴収

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ３目固定資産評

価審査委員会費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ８２ページ、第

３項１目戸籍住民基本台帳費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第４項選挙の１

目選挙管理委員会費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２目参議院議員

選挙費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ３目北海道知

事・北海道議会議員選挙費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ８８ページ、第

５項統計調査費の１目統計調査総務費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２目商工統計調

査費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第６項１目監査

委員費。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ９０ページ、第

３款民生費に入ります。 

 第１項社会福祉費の１目社会福祉総務

費、質疑はありませんか。 

 ７番髙橋委員。 

○７番（髙橋健一君）  予算書９１ペー

ジ、障害者地域生活支援事業の中で、説明

資料では２２ページになります。 

 ちょっと興味があってお聞きしたいので

すけれども、成年後見制度です。予算は大

したことはないのですけれども、ここに通

信運搬費というのがありますけれども、こ

の通信運搬費と手数料について、ちょっと

まずは説明を頂きたい。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長、

答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの成

年後見制度の利用支援事業に係る通信運搬

費と手数料についてなのですけれども、こ

ちらの費用につきましては町内に住んで

らっしゃる高齢者とか障害者とかで、御自

分で成年後見制度を利用するというか、町

長が成年後見の利用が必要だと思われる方

で御自分で申請したりとか、親族の方が申

請できない方につきましては、町のほうで

町長申立てという制度がございます。福祉

事業所とか、支援をしている方から町長申

立てについての申請があった場合に、町の

ほうで検討して町長申立てを行うのです

が、そのときに裁判所のほうに切手とかを

出すというか提出することが必要ですの

で、その分の経費となっております。 

 手数料につきましても同様に、町長申立

てのときに必要な診断書とかの作成手数料

というふうになっております。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ７番髙橋委員。 

○７番（髙橋健一君）  利用者見込みと

なっていますけれども、特に具体的に誰か

から申し込まれたということではないので

すか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長、

答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） こちらの利用

見込み１人となっていますけれども、例年

１人から２人ぐらいの町長申立ての、福祉

的な支援をされている方から町長申立ての

申請がございます。具体的にどなたかとい

うよりは、そういう申請が出たときに利用

するために計上しております。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ７番髙橋委員。 

○７番（髙橋健一君） この成年後見制度

というのはもう本当に人ごとではなくて、

やはり悪いやつがいまして、財産目当てに

詐欺を働くというのがどんどん多くなって

いるので、これどんどん進めてもらいたい

のですけれども、なり手ですよね。本人、

自分が後見人制度を利用して自分がお世話

になるかもしれないし、または後見人とし

て頼まれるかもしれないですよね。頼まれ

たときに、人の財産に関わることだから、

これ大変だなと思うのですよね。特にこれ

は裁判所が中心にやることで、福祉課の仕

事ではないということなのですか。もしも

私がお願いしますといったときに、福祉課

で面倒見てくれるということなのでしょう

かね。お願いします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長、

答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） 後見人を決定

するのは、最終的には家庭裁判所のほうに

申請をして後見人を決定をするのは裁判所

なのですけれども、町長申立てのような

ケースですと、身内の方が支援できないと

か、あと財産があるなしもありますけれど

も、一般の方が御自分でやる場合について

は、弁護士さんとかそういう専門職の方に

依頼されるのかなというふうに思います。

町が成年後見を申し立てる場合につきまし

ては、社会福祉法人の、例えば法人後見で

足寄町社会福祉協議会さんですとか、陸別

町さんでも社会福祉協議会さんでやってい
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ますし、あとは３町、ここ、陸別、足寄で

すと、ＮＰＯ法人で成年後見を受任してい

るところもありますので、そういうところ

にお願いすることが最近は多いです。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ７番髙橋委員。 

○７番（髙橋健一君） そうすると、お願

いするときには福祉課でもいいし、福祉課

に例えば相談したら、こういうところで相

談に乗ってくれますよという紹介をしてい

ただけるということですね。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に、質疑はあ

りませんか。 

 ５番田利委員。 

○５番（田利正文君）  説明資料の２１

ページになるのですが、ちょっと補足説明

をお願いしたいのです。共同生活援助４,３

２０万円、それから児童発達支援、この二

つについて具体的にどんなことをやられて

いるのか、さらっとで結構です。御説明お

願いします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長、

答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） まず共同生活

援助の部分ですけれども、こちらは障害者

のグループホームに入られている方のため

の、施設に入所されていますので、そのた

めに給付費となっております。 

 児童発達支援に関しましては、町で行っ

ている児童発達支援センターがありますの

で、そちらのほうの利用した場合の給付費

といいますか、国のほうの制度でお金が出

ますので、事業所のほうに支払うためのお

金となっております。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ５番田利委員。 

○５番（田利正文君） 次に聞きます。 

 ２５ページにあるのですが、障害者地域

生活支援センター、４月１日から供用開始

するとなっていますが、現時点で入居者予

定数はもう決まっているのでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長、

答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） １２月の議会

で指定管理の予算を頂きましたので、その

後受任者のほうと福祉課のほうで入居者の

選考の検討会等を開いておりまして、今現

在１２室のうち９室につきまして入居予定

が決まっております。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ５番田利委員。 

○５番（田利正文君） テラスハウスぽの

ぽのが定員１０名で、その方がそっくり移

動すると考えていいでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長、

答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） 今、ぽのぽの

のほうを利用されている方が５名と、今現

在５名となっております。その方は全員こ

ちらの施設のほうに移ることになっており

ます。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に、質疑はご

ざいませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） それでは、休憩

のため暫時休憩をいたします。 

 １１時１５分まで休憩いたします。 

午前１１時０１分 休憩 

午前１１時１５分 再開 

○委員長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会

議を再開いたします。 

 ９４ページ、２目福祉医療費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ３目国民年金

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ４目国民健康保

険助成費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ５目後期高齢者

医療費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ９６ページ、第

２項老人福祉費の１目老人福祉総務費、質
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疑はありませんか。 

 １２番井脇委員。 

○１２番（井脇昌美君）  説明書の２７

ページなのですけれども、ちょっとあら拾

いするのではないのですけれども、福祉課

長、これね、きっちりと文言の解釈をする

と、敬老会についてですけれども、８３７

万３,０００円の中の４０３万２,０００円

なのですけれども、敬老会の費用について

ですけれども、これは開催、いいですか、

開催及び参加者が対象だということです

ね。もう一回確認しますけれども。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長、

答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） 敬老会開催費

交付金の関係なのですけれども、まずは通

常ですと敬老会を開催して、そちらに参加

した方なのですけれども、参加したくても

たまたま入院されていたりとかで参加でき

ない場合もございますので、自治会のほう

で案内をされた方を対象としております。 

 ここ数年はコロナのこともありまして、

なかなか敬老会が開催できませんので、開

催しないで自治会の地域のお年寄りの方に

記念品等を贈って、敬老の祝福、長寿を祝

福するというような事業をされた自治会に

対しても交付金を交付しております。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １２番井脇委

員。 

○１２番（井脇昌美君） 記念品のことは

課長が代弁して言うことはないのですけれ

ども、あなたがね。自治会の案内、自治会

に委ねているでしょう、これ、自治会の案

内ということは。これがトラブルの原因に

なっているのですよ。 

 私３年前に自治会の責任者していたので

すけれども、えらい苦情でひどいことに

なっていたのです、実は。参加者だけ募っ

て、そして住民課のほうに報告をした経過

あるのですよ。そうしたら、それはしっか

りと交付していただいたのですけれども、

当日出れない、急に用事あって３名ぐらい

だったかな、出れなかった。そして出たく

でも出れない人から、不公平だと、隣の人

が出れないのにもらったと。いやいや、そ

れは申し込んであったのだよと言っても、

ただいやらしい話になってしまうのです。

そうしたら、出れなくても名前だけ書いて

申し込めばもらえるのかなと。３年前の話

ですよ。それも同じ文言になっているもの

だから、私はしっかりとこの文言をある意

味においては削除するか、後々にこの開催

交付金なら開催交付金でもいいですけれど

も、参加者を対象にだとか、過去にあるは

ずですから、そのことはきっちりと削除し

てトラブルないように、昨年あたりはこの

コロナ禍の中で開催されて、全自治会にこ

の補助、大科目は負担金ですけれども、敬

老の会のお祝いということで支給されてい

ると思うのですけれども、かえって自治会

にむしろお任せをして、お祝いをしてあげ

ていただきたいといって、この頭数の、全

部台帳で分かるわけですから、１２月いっ

ぱいで７５歳の、満ですね、対象にその自

治会に支給きちんとしてあげるという方法

をできないものですかね。ちょっとお答え

ください。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長、

答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの御

質問なのですけれども、現在自治会のほう

でなかなか敬老会をできないというような

自治会もございますので、そうなるとお金

を交付したときにどのように自治会さんが

対応されるかは分からないのですけれど

も、自治会のほうで敬老会というか、敬老

事業ですね、確実に行っていただくという

ことであれば、そういうことは可能かもし

れませんので、今後検討したいと思いま

す。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １２番井脇委

員。 



― 16 ― 

○１２番（井脇昌美君） あなたね、自治

会、自治会と自治会に若干責任の転嫁を押

しつけているようですけれども、違うので

す。やはりしっかりした交付金の出どころ

がしっかりしていたら、自治会が改めてそ

れを本当にありがたく受理して、いろいろ

な予算組み、行事をできるわけですから。

自治会から申込みなかったらとか、自治会

できちんとやってもらわないとということ

には私はならないと思う。だから、うちの

自治会はあったのです、うちの自治会は

やっている人、お祝いもらったよと。い

や、うちらやらなかったから。３年前の話

ですよ。それは非常にトラブルというか不

公平な実態あるはずです。だから、３年前

調べてもらったら分かりますけれども、全

戸数の対象者にはその自治会には配付され

てないはずです。それはなぜかといった

ら、出席者を対象に数を当たって申し込ん

でくださいと。それは窓口は住民課ですよ

と。こういうことだから、後からえらいト

ラブルになったものですから、まだその辺

が、昨年あたりはくどいようですけれど

も、コロナ禍の中で敬老会を恐らくなかっ

たやに聞いているのです。分からないです

よ、全部。けれども、町から支給していた

だいたと思うのですけれども、かえって今

後一律にそういうふうにされたらいかがな

ものですかねということを、お金の問題、

我々には何も権限ないのですけれども、ト

ラブルを避けるためにもそういうふうにお

願いしたいのですけれども、いかがですか

ね。 

○委員長（髙橋秀樹君） 町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） 今、敬老会の開催

に係る補助の関係でございますけれども、

最近でいきますと、なかなか敬老会開催し

ていただきたいということでお願いをして

いますけれども、なかなか今のコロナ禍の

中で多くの方にお集まりいただいて、皆さ

んで何かやるというのはなかなかはばかれ

るというか、そんなことで開催ができてい

ないというようなことがございます。 

 そういうことで、先ほど課長のほうから

も申し上げましたけれども、自治会の中で

敬老事業ということで、対象になる７５歳

以上の方たちがいらっしゃれば、そこに何

かお祝いの品を持っていったりだとか、そ

ういう形でも補助金については交付をしま

しょうということに今しています。 

 井脇委員さんからお話があるのは、やは

り参加したとかしないとかではなくて、該

当になる７５歳なら７５歳になる方たちの

分をきちんと補助金として交付をして、そ

して自治会の中での敬老事業に使っていた

だくということのほうがいいのではないか

というお話だと思います。 

 私どもも最近のこのコロナ禍の中での取

扱いについて、今お話あったような形で

やっておりますので、それを引き続き敬老

会、コロナが終息して皆さんお集まりいた

だいてやれるよというような状況になって

も、基本的には多分御案内は皆さんされ

て、急に来れなくなったりだとかすること

もあるかもしれませんけれども、御案内し

ているのでそれなりにその人たちの人数分

自治会のほうで用意していて、急に参加で

きなくなったからこの人の分は補助金ない

ですよだとかということにはやっぱりなか

なか、自治会の会計の厳しい中でもやって

いただいている部分ですので、そういうこ

とにはならないというように思いますの

で、７５歳以上の対象になる方について補

助金を支出するという形で今後も進めさせ

ていただきたいなと思うところでございま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に、質疑はご

ざいませんか。 

 ４番榊原委員。 

○４番（榊原深雪君） 関連質疑なのです

けれども、高齢者の方をお持ちの自治会と

いうのはどれぐらいあるのでしょうか。７

５歳の高齢者がいらっしゃる自治会という
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のはどれぐらいでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君）  渡辺町長、答

弁。 

○町長（渡辺俊一君） 正確に調べてはご

ざいませんけれども、これまた後で何か怒

られたら困るなと思うのですけれども、正

確に調べてはおりませんけれども、今自治

会が大体９０くらいあるのです。その中

で、大体がほとんどの自治会が７５歳以上

の方、該当になる方がいらっしゃると思い

ます。 

 多分今のこの町内の中で見て、７５歳以

上の方一人もいませんよという自治会は多

分ないのではないかなというように思って

おります。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ４番榊原委員。 

○４番（榊原深雪君） 私も昔、商工会女

性部の敬老会に携わって３０年ぐらいお手

伝いしたのですね。時代の流れで、一生懸

命手作りで２日間かけて出していたのです

けれども、あるとき、あなたたち恐ろしい

ことしているよねと言われたのです。それ

は何かというと、Ｏ１５７がはやったとき

で、よくこんな恐ろしくもなくこんなこと

しているねという、ある人に言われたので

すね。それでびっくりしてしまって、自分

たちが一生懸命やっていたことが、そんな

ように見られたのかと思うとすごく残念な

気持ちと、それはもう本当そうなんだなと

いうところで、飲食店組合のほうにお願い

したのですね。でも、人数が人数ですの

で、いらっしゃる方、町民センターにい

らっしゃる方、そうしたら、お弁当がまち

まちなのですね。今度飲食店組合、一遍に

それ作れませんのでね。そういうことも

あって、プロの方お任せしても、やはり難

しいこともあって、そして次の、今度やる

ほうの方ももうある程度の年齢に達してい

るものですから、逆に今まで一緒に配膳し

ていた人が座っていらっしゃる、お客さん

として。そういう時代の流れがあるのです

ね。 

 今お聞きしますと、自治会のほうも高齢

化していって、ほとんどこういう趣旨、役

場の対する趣旨が実行できないのではない

かと。それで町内の中にも、よそのお子さ

んでも見たらすごく心がなごんでいいので

すけれども、今そういう状況ではないの

で、そこのところもう少し、この予算が結

構な金額ですので、もうちょっと考えてみ

ていただいて、どんなことが一番お年寄り

に喜ばれるのかということも含めて考えて

いただけたらいいなと思いますがいかがで

しょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君）  渡辺町長、答

弁。 

○町長（渡辺俊一君） 最近敬老会もなか

なか開催されていないということで、私も

呼ばれることも全くなくなりましたけれど

も、前に呼ばれて敬老会に参加もさせてい

ただいたことはございますけれども、その

ときにも開催される方が言っていたのは、

今敬老会といっても、老人が自分も敬老さ

れる側なんだよとかということで、ただ開

催、主催者にはなっているけれどもという

ような話などもされていて、かなり自治会

のいろいろと会長さんですとか、事務局長

さんですとか、やっていらっしゃる役員の

方たちもかなり高齢化をしてきているとい

うのは実態なのかなというように思ってお

ります。そういった中で、本当に高齢者の

方が高齢者をお祝いするみたいな形の敬老

会というのもだんだん増えてきているので

はないかなというふうに思っています。も

ちろんそういうところでないところもあり

ますけれども、ただやっぱりこの状況でい

くとやっぱり増えてくるのだろうなと思っ

ています。 

 ですから、今言われたように、どういう

形が本当に敬老会の開催としていいのかと

いうところというのは、少し考えなければ

ならないのかなというように思っていま

す。ただ、本当にお話ありましたように、
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以前町内の、まちの中の市街地の中です

ね。市街地の中では、商工会女性部の方が

中心になって敬老会を開催していただい

て、やっていただいてました。やはり人数

もかなり多くなってきて、町民センターだ

とか場所の問題もあって、皆さんお集まり

いただけるだけの場所がないですとか、そ

れからもちろんいろいろと同じような料理

を出すときには確かに食中毒だとか、そう

いったような心配も当然やっぱり出てくる

だろうなというように思っていますので、

本当に町内全部が集まって敬老会やるだと

かというのは、これもまた本当にいいこと

なのかどうなのかというのもやっぱり

ちょっと考えなければならない部分もある

のかなというように思っております。なか

なか、今やはりそういった意味では、地域

の中で、地域のお年寄りの方たち集まって

いただいて、地域の中で長寿をお祝いする

という形がやはり今の中では一番いいのか

なとは思っておりますけれども、今後もど

ういう方法がいいのか、敬老会の在り方だ

とかについて検討してまいりたいというよ

うに思います。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ４番榊原委員。 

○４番（榊原深雪君） 町のほうのお考え

はよく分かるのですね。お年寄りに対する

尊敬の念も含めて、こういう予算を立てて

いただいていることはすごくありがたいの

ですけれども、実情は本当に対象の方がそ

の自治会の敬老会を催したときに何名ぐら

いが来れるのかということもありますし、

そういうことも考えながら、そして果たし

て７５歳以上というのが、もう９９歳から

７５歳以上のジェネレーションギャップが

あって、自分が敬老会に呼ばれるというこ

とに抵抗を感じるお年寄りもいらっしゃる

のですね。だから、そういうことのいろい

ろな考え方あるということも含めて考慮し

ていただきまして、これからの敬老会に対

する補助金のことも進めていっていただけ

ればいいなと私は思いますので、よろしく

お願いいたします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に、質疑はご

ざいませんか。 

 ５番田利委員。 

○５番（田利正文君） ９９ページの緊急

通報装置の関係ですけれども、説明資料で

はおおむね６５歳以上と書いてあるので

す。その対象者で実際にはそれを設置され

ていない方は何人ぐらいいらっしゃるで

しょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長、

答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） ６５歳以上の

一人暮らしの高齢者と重度心身障害者等に

対しということになっておりますけれど

も、対象者といいますと、一人暮らしの高

齢者とかの方が対象ではあるのですけれど

も、例えば身体状況とか、病気の状況と

か、あと近くに家族さんがいるとか、もし

くは同居していても昼間家族さんがお仕事

に出かけていてほぼ一人暮らしに近いよう

な方とか、そういう条件のある方に対して

設置をしているものでして、こちらのほう

でどのぐらいの方がそういう状態なのか

ちょっと確認はしておりませんけれども、

例えばケアマネさんとか、御本人、御家族

から申請があった場合に確認をさせていた

だいて設置をするという形を取っていると

ころです。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ５番田利委員。 

○５番（田利正文君） ちょっと細かい話

になりますけれども、９９ページで見る

と、装置設置となっていますよね。だから

固定なのだと思うのですけれども、こんな

ことがあったのです。旭町なのですけれど

も、私の車で送って降ろした後に玄関に入

る前に、庭で倒れてなくなったという例が

あるのですね。そこは２世帯住宅なので

す。だから今課長が言われたみたいに、昼

間は誰もいないのですね。夜はいるのです
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けれども、けれども玄関は別なのです。け

れども、その方ももちろんこの装置はつけ

てはいませんでしたけれども、そういう場

合に、装置がつけていたとしてもそこのな

いところで倒れた場合に、それで持ち歩き

ができるというか携帯できるというか、そ

ういう小さいものもあるのかどうか、

ちょっとお聞きしたいのですけれども、も

しあれば、そういうことに、それも導入し

ていただきたいなという気がするのですけ

れども。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長、

答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） 今現在導入し

ているものは、家の電話ですね、固定電話

を使って装置をつけまして、あと家屋の中

でその電話から離れることがありますの

で、ペンダント型の受信の装置があって、

押すものがあって、それを利用するような

形の設備を今設置して利用しているところ

なのですけれども、田利さんがおっしゃっ

ているのは、どこに行っても何かを押した

ら緊急通報みたいのができるかというよう

な装置のことだと思うのですが、ＧＰＳが

ついているとか、いろいろなものがあるか

とは思いますけれども、今現在そちらのほ

うの検討はまだ詳しくはしておりませんの

で、今後ちょっと調査はしていきたいなと

は思いますが、どこに行っても、どちらの

ほうに行くのかと、通報されるのかとかい

うのもありますし、その通報された先がど

ちらに、何というのでしょうか、今の装置

でしたら何かあったら家族に連絡すると

か、そういうような対応になっていますけ

れども、常に携帯できるような装置でした

ら、そういうのを管理するような会社と

か、そういうようないろいろな課題もある

かと思いますので、今後ちょっと調査をし

ていきたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） ５番田利委員。 

○５番（田利正文君） 私詳しくないから

分かりませんけれども、多分今の時代だか

ら、ＧＰＳを使って、その人がどこで倒れ

たかと分かるようなものもあるのでないか

という気がするのですよ、小型で小さなも

のが。それなどももし調べていただいて、

導入可能ならば検討していただきたいなと

思うのです。どんどんやっぱり高齢化進ん

でいきますし、旭町の私が知っているだけ

で２件、身近なところで亡くなって、後か

ら見つかったという例がありますので、そ

のときにそういうのがあれば助かったなど

ということもあり得るかもしれませんの

で、ぜひ検討していただきたいと思いま

す。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に、質疑はご

ざいませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ２目在宅介護

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ３目介護保険助

成費、質疑はありませんか。 

 １０番二川委員。 

○１０番（二川 靖君） 説明資料の中の

３１ページなのですけれども、前も説明受

けてますので、初任者研修、２年に１回と

いうことで説明を受けていますので、２年

に１回ということで今年その２年に１回の

年に当たるのかなというふうに思っていま

すけれども、今、介護福祉の現場というと

ころで、なかなか人材が来ないということ

が言われております。それで、この負担金

だとか補助金、交付金ということで、それ

ぞれ書かれているわけなのですけれども、

昨年度の利用というのはどんなになってい

るのでしょうか、この負担金等含めて。

ちょっとそこら辺教えていただきたいなと

思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長、

答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） 負担金、補助

及び交付金のところの、まず補助金の部分

なのですけれども、令和３年度の今現在の
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実績としては、就業支援補助金１０万円の

部分ですが、こちらの実績が１１人になっ

ております。また、就業支援補助金の就業

支援金の部分につきましては１０人です。

住宅準備支援で、町外から来られた、引っ

越し費用とかを交付した方が５名で、支度

準備補助金が１名となっています。 

 次に、介護福祉士実務者研修受講料の補

助金なのですが、予算では３名ぐらいの方

を予定していたのですけれども、今年は今

のところ申請はございません。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １０番二川委

員。 

○１０番（二川 靖君） 結構多いのです

よね、人数的には。多分就業支援補助金が

１９名、そして今言われている支援補助金

のほうの支度金が１２名で、住宅のほうが

５名と。支度準備補助金が１人ということ

で、多分結構な人数になってきているのか

なと。予定よりは多くなっているのかなと

いうふうに思いますけれども、それでこう

いった負担金だとか補助金、交付金を利用

して、定着している状況なのでしょうか。

そこら辺ちょっとお聞かせ願いたいと思い

ます。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長、

答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） 定着している

かどうかといいますと、いろいろな方もい

らっしゃいまして、来てすぐお辞めになる

方もいますし、ただある程度そこの事業所

に入って継続をしていらっしゃる方が結構

いらっしゃいまして、例えば就業支援補助

金の就業支援金というのは、１年経過ごと

に２５万円とか１５万円とか出すのですけ

れども、こちらついても５年間支給します

けれども、出す方も結構いらっしゃいます

ので、今のところ、これを目的に来るわけ

ではありませんけれども、就職していただ

いて、その結果、１年たったらまたこうい

う支援金がもらえるということで、地元に

残っていただけるというか、足寄に残って

いただけている方もいるのかなというふう

に思っています。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １０番二川委

員。 

○１０番（二川 靖君） そういったこと

で、人材確保が厳しい一方で、そうやって

頑張って働いておられる方もいるというこ

とで、ちょっと安心はするのですけれど

も、今後に向けてやっぱりそれぞれの施設

が大変だというふうに聞いていますので、

ここら辺お金の問題ではなくてやっぱり人

を育成するということも含めて、今後初任

者研修含めたり、あと実務者研修含めた

り、そこにやっぱり実行して足寄の中で働

いていただけるというような人材確保に向

けて、今後以降もしっかり予算づけをしな

がら進めていっていただきたいというふう

に考えておりますので、よろしくお願いを

したいというふうに思っております。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に、質疑はご

ざいませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ４目介護サービ

ス事業助成費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ５目旭町ふれあ

いプラザ運営費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ６目高齢者等複

合施設運営費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ７目地域支援事

業費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １０６ページ、

第３項児童福祉費の１目児童福祉総務費、

質疑はありませんか。 

 ５番田利委員。 

○５番（田利正文君） 資料３４ページな
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のですが、３歳未満１万５,０００円、３歳

から小学６年生まで１万円、こういうふう

に決めた根拠を教えてほしいのですけれど

も。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長、

答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） 児童手当の金

額の関係なのですけれども、こちらのほう

は国のほうで定めた金額となっております

ので、御理解いただければと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） ５番田利委員。 

○５番（田利正文君） ３歳未満と３歳以

上の場合、どららがお金かかるといったら

絶対に３歳以上のほうがお金かかるのです

ね。だから、この額を逆にしてもらうと

か、あるいは町単独で上乗せするとかとい

う方法は今後検討できないかという思いが

あるのです。例えば逆にするのであれば、

あと１,０００万円あればできます。この額

で計算しましたらですね。それが無理であ

れば、町単独で３歳から６歳までのところ

については、１万５,０００円に５,０００

円上乗せするというようなことが可能かど

うかということですね。あるいは、検討す

る余地がないかということなのですけれど

も。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長、

答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） 児童手当につ

きましては国のほうの制度ということで支

給をしているところなのですけれども、こ

ちらに出てくる金額といいますと、確かに

３歳から小学校６年生とかのいろいろな活

動的になってお金がかかる、子育てにお金

がかかる時期かなというふうには確かに思

うのですけれども、足寄町の場合ですと、

例えば保育料の無償化ですとか、こういう

現金の支給ではなくて、別に子育てに係る

お金について保育料の無償化、それと給食

費の無償化ですとか、そういう子育てを軽

減できるような施策を取っておりますの

で、こちらの金額を増額するというような

ことは今のところ考えておりません。 

○委員長（髙橋秀樹君） ５番田利委員。 

○５番（田利正文君） 分かりました。 

 子育て真っ最中のママさんから何人かの

意見なのですけれども、３歳未満より３歳

以上のほうが金かかるってあんた分からな

いのと、こういうふうに言われたのです

よ。こんな汚い言葉ではないですけれど

も、簡単に言えばそういうことなのです

ね。確かにそれは分かるのですね。そうい

う気持ちがあるものですから、もし可能な

らば、今福祉課長が言われたように施策が

ありながらも、なおかつ３歳以上６年生ま

ではお金がかかるということが実際の問題

だと思うのですね。そこに対する、言わば

さっき言ったみたいに５,０００円上乗せす

るだとかということが検討できないか、創

設できないかという思いです。再度お伺い

します。 

○委員長（髙橋秀樹君）  渡辺町長、答

弁。 

○町長（渡辺俊一君） 福祉課長のほうか

らも申し上げましたけれども、この児童手

当については国の制度でございます。国が

決めてきているこの金額で支給をするとい

う形で、足寄町としても今実施していると

ころでございまして、これが例えば足寄だ

け上げるだとかとなりますと、例えば足寄

から転勤だとかでどこかに異動になったと

きに、今まで足寄では児童手当が１万５,０

００円だったのが今度１万円になったよだ

とか、そういうような形で、国でやってい

る制度を切り替えるだとかというようなこ

とはやはりこれは難しいというよりはでき

ません。 

 あと、そのほかで町としての町単独でそ

ういう制度ができないのかというようなお

話でございますけれども、これまた先ほど

福祉課長のほうからもお話しさせていただ

きましたけれども、いろいろな形で町とし

ては子育て支援についての支援をしている

ということでありますので、ここで児童手
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当分の中身を変えていくというような形に

はなっていかないかなと、できないかなと

いうように思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に、質疑はご

ざいませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ２目児童医療

費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ３目子どもセン

ター運営費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １１０ページ、

４目へき地保育所費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ５目児童福祉施

設費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ６目学童保育所

運営費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ７目児童発達支

援センター運営費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ８目子育て支援

費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １１８ページ、

第４款衛生費に入ります。 

 第１項保健衛生費の１目保健衛生総務

費、質疑はありませんか。 

 ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） １１９ページに書

いてあります不妊治療費の助成のことでお

伺いいたします。毎年、この金額が上がっ

ておりますが、今現在この内容と利用状況

を教えてください。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長、

答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） 不妊治療の助

成の関係ですけれども、こちらは４３歳ま

での女性の方で不妊でちょっとお悩みの方

が治療された場合に、北海道が今助成事業

を行っております。その北海道の助成事業

の対象になった治療につきまして、北海道

が結構治療が高額ということで、北海道の

ほうで３０万円のたしか助成をしていると

思うのですけれども、そちらの助成の金額

を差し引いた金額で１５万円までを足寄町

のほうで助成をするということになってお

ります。 

 令和３年度は、２月までに延べ７件の御

利用がありました。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。あ

りがとうございます。 

 かなり高額な治療になるということで、

今度国のほうでこちらのほうに保険適用に

なるという、全部かどうか分かりません。

どこまでを保険適用にするか分からないの

ですけれども、そのような体制になるとい

うふうに伺っております。 

 今後、これは少し変わってきますか、金

額は。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長、

答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） 令和４年度か

ら保険適用になりまして、原則３割負担に

なるのかなというふうに思います。 

 今、北海道も国も今年度から来年度にか

けて、このちょうど年度の切り替わり、保

険の適用の切り替わりの時期に、治療され

ている方については継続して令和４年度に

支援をするということで通知が出ておりま

す。町としても、そちらについては北海道

の事業の対象になったものについては助成

を行っていこうかなというふうに思ってい

ます。 

 保険が適用になった後につきましては、

北海道の体制とかを見ながら足寄町もどの

ような支援ができるとかということは検討

していきたいなというふうに思っておりま
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すが、今現在の予算としては、今までと同

様の金額で支援ができるような予算を計上

させていただいております。 

○委員長（髙橋秀樹君） ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。 

 今継続中の方はこのシステムを使って、

保険適用になってその後の方はそのように

していくということでよろしいですね。分

かりました。ありがとうございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に、質疑はご

ざいませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２目予防費、質

疑はありませんか。 

 ６番熊澤委員。 

○６番（熊澤芳潔君） それでは、説明資

料の３７ページですか、お願いいたしま

す。 

 このワクチン接種事業、本当に現在３回

目に入っているのですけれども、関係者の

皆さんには本当に御苦労かけているなとい

うふうに思ってございます。それで、この

予算のワクチンにつきましては、何回の予

定をしているのか。 

 それと、ここに書いてある主な財源につ

いて、国庫補助金、それから国庫負担金と

いうことがあるのですけれども、合わせて

３,８００万円なのですけれども、この事業

が３,９００万円ですか、ですので、その差

額がどうして起こるのかなということは、

ということは、新型コロナワクチン接種対

策費の国庫負担金交付要領ですか、そう

いったものがあるみたいなのですけれど

も、それを見ますと、１０分の１０、要す

るに１００％国の財源が賄うようになって

いるようには見えるのですけれども、その

差額が何で生まれるのかなということでお

聞きをしたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、保多福祉

課長。 

○福祉課長（保多紀江君） こちらの予算

につきましては、今３回目接種の、２回目

から３回目の接種の期間を今前倒しすると

いうような形になっていまして、今２月

に、もともは３月から始める予定だったも

のを２月に前倒しをして開催をしていると

ころなのですけれども、この予算につきま

しては集団接種を１０回行うというような

予算取りをさせていただいております。そ

のほか、集団接種以外に病院のほうで個別

接種を受けるということも設定して、予算

を計上させていただいております。 

 次に、国庫金と事業費の差なのですけれ

ども、実は集団接種のときに医療従事者等

の方を町外とか、また町内の方をお願いし

て接種をしているのですけれども、接種時

間が午前から午後まで全てかかりまして、

そのときになかなか外出が不可能というこ

ともありまして、医師とかそういう方とま

た従事者に対する昼食を提供しておりまし

て、その分が一般財源として実は計上して

おりますが、それ以外については１００％

国庫負担と補助金で賄うような形となって

おります。 

○委員長（髙橋秀樹君） ６番熊澤委員。 

○６番（熊澤芳潔子君） 分かりました。 

 それと、お聞きしたいのですけれども、

私も初めてざっと見たものですから分から

ないのですけれども、この事業が交付要領

を見ますと、町村がある程度、当初はワク

チン始まった頃各町村でいろいろな事業が

あって、例えば高齢者の皆さんにバスを回

すだとか、町村によっていろいろな事業が

行われたのですけれども、その事業を見

て、ああそうなのかなと思ったのですけれ

ども、この接種要領を見ますと、各町村が

事業を立てて、それを国が認めるのか、そ

ういったことになってくる、そういった形

の流れになっているのかなという気がする

のですけれども、例えば足寄でいえば、こ

れだけ広いまちですので高齢者の皆さんが

大変だということで、ではバスを回します

とかタクシーを回しますとか、それからそ

のことによっての経費だとか何とかは、こ
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の計画を立てれば国庫負担金として認めら

れるのかどうか。そういった事業が現在２

回行われた結果の問題点だとか課題を、３

回目あたりには対応させているのかどう

か。そういった事業について、ちょっとお

尋ねをします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、保多福祉

課長。 

○福祉課長（保多紀江君） 実施要綱とか

交付要綱とか国のほうで定めたものがござ

いまして、そちらのほうで対象になる経

費、対象にならない経費というのが記載さ

れておりまして、例えば今おっしゃったよ

うな今回患者輸送バスの経路にバスを走ら

せておりますけれども、そういうような経

費につきましても体制整備ということで補

助金の対象になっておりまして、対象にな

るような経費でもし足寄町で対応できるよ

うなことがあれば、国のほうに計画書をつ

くって出すのですけれども、そちらのほう

に記載して出して交付をしていただくとい

う形になっています。 

○委員長（髙橋秀樹君） ６番熊澤委員。 

○６番（熊澤芳潔君） そうしますと、町

としては計画を立てて対象になるよという

ことは間違いないと。それとも、国の判断

でまた対象となるならないは決まるので分

からないよということになるのかどうか、

そこら辺はどうなのでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長、

答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） すみません、

ちょっと説明が足りませんでした。 

 計画に書いて、交付要綱という、対象と

なる事業について町のほうも検討して申請

をさせてもらっていますので、申請した分

については交付されることになっておりま

す。 

○委員長（髙橋秀樹君） ６番熊澤委員。 

○６番（熊澤芳潔君） 分かりました。 

 次に、できればお聞きしたいのですけれ

ども、現在３回目に入っているのですけれ

ども、足寄町でも今回何人目の方が感染さ

れたよということなのですよね。それで、

その感染した方々の今言われているデルタ

株だとか、それからオミクロン株だとかア

ルファ株だとかいろいろありますよね。そ

ういった形の中で、足寄はどの株になった

のかどうかをできればお聞きしたいという

ことです。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長、

答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの御

質問にお答えします。 

 町では検査をしているわけでもございま

せんし、保健所のほうでもどのような株

に、何というのでしょうかね、どのような

種類に感染しているというような公表もし

ていないので、こちらのほうとしては

ちょっと知り得ないということになってお

ります。 

 以上です。（「分かりました。以上で

す」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 昼食のため、休

憩をいたします。 

 １時再開といたします。 

 暫時休憩いたします。 

午後１２時０１分 休憩 

午後 １時００分 再開 

○委員長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会

議を再開いたします。 

 予防費から入ります。 

 予防費、ほかに質疑はございませんか。 

 ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） 予算説明書の３５

ページです。 

 今度、新規の事業として人間ドック、胃

の内視鏡のがん検針、そのほかピロリ菌

等々始まるということなのですけれども、

今までは帯広等の大きい病院のほうに行っ

てしなくてはいけないものを足寄でできる

というのは、本当これは大変ありがたいな

と、私は個人的には思っております。その

中でちょっとお伺いいたします。 
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 見ていくと、人間ドックのところに国保

病院とあと巡回となっています。値段が違

うので内容が違うと思うのですが、国保病

院さんではどういう内容をされるのか。巡

回ではどのような内容をされるのか教えて

ください。 

○委員長（髙橋秀樹君） 暫時休憩をいた

します。 

午後 １時０２分 休憩 

午後 １時０７分 再開 

○委員長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会

議を再開いたします。 

 答弁、保多福祉課長。 

○福祉課長（保多紀江君） お時間を頂き

まして申し訳ございません。 

 足寄町国保病院と巡回ドックの違いの関

係ですけれども、検査項目としましては大

きな違いは腹部エコーがないこととなって

おります。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） 腹部エコーがない

ということで巡回のほうは、ということ

は、胸のレントゲンであるとかは巡回のほ

うでも撮れるということでよろしいです

ね。 

 あと、ＣＴについてどうですか。ＣＴ

と、あと採血とか、その辺の項目ですね。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、保多福祉

課長。 

○福祉課長（保多紀江君） 国保病院の検

針のほうも巡回のほうも、ＣＴについては

設定はされておりません。 

 あと、血液検査のほうは行われます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） すみません。一回

で私が聞けばいいですね。 

 では、普通に行われている採血やお小水

の検査、レントゲン、国保病院では腹部エ

コー、あと心電図、こちらに関してはやり

ますか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、保多福祉

課長。 

○福祉課長（保多紀江君） 巡回ドックの

ほうでも心電図のほうは実施することに

なっております。 

○委員長（髙橋秀樹君） ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。 

 値段が高いとか安いとかいうのは、自費

診療でありますので、それはそこそこの病

院で違うのでいいかと思うのですが、ひと

つ私がお伺いしたいのは、国保病院の下の

ところに生活保護の方も今回はドックのほ

うに入っているというところなのです。 

 生活保護の方がそういう健康診断を受け

る場所がないというのは大変よく分かりま

す。普通の保険であれば、働いている人で

あれば職場で、あとは特定健診、４０歳か

ら７４歳まで、その後は高齢者の場合は、

後期高齢者ということで国保のほうでやっ

ていらっしゃるというふうに私は認識して

おります。ですが、そういうものが生活保

護の方にはないと。大変必要であるという

のは分かるのですが、よく考えてみます

と、生活保護の方が、この間お聞きしたと

ころ、足寄町８９名いらっしゃる。どうい

う年代層かちょっと分からないのですけれ

ども、多分高齢者が多いのではないか。高

齢者であれば多分病院のほうにかかってい

らっしゃる方が多いのではないかというふ

うに予測されるところで、そうすれば、普

通一般診療で定期的な血液検査とかはでき

るのではないかと、心電図もレントゲン

も、というふうに私は思うのですね。それ

で、何を言いたいかといいますと、生活保

護を受けられる方というのはぎりぎりの、

国のシステムなのでぎりぎりのところ、生

活保護を受けるか受けないか分からない、

そのぎりぎりのラインにいらっしゃる方が

不公平になるのではないかというふうに私

は思うのです。その辺いかがでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、保多福祉

課長。 

○福祉課長（保多紀江君） 今おっしゃっ



― 26 ― 

ているのは生活保護を受けないぐらいの結

構ぎりぎりで保護を受けないで生活してい

らっしゃる方も、やっぱり生活が苦しい中

でこういう健診を受けるのはやっぱり大変

なのでというようなお話なのかなとは思う

のですけれども、確かにいろいろな健診を

受ける、これ以外にも集団健診とかもあり

ますし、いろいろな健診を受ける機会があ

るかなとは思うのですけれども、不公平か

どうかちょっと別として、逆の意味から言

えば町民の方が皆さん健康でいて、過ごし

ていただけるというのが一番かなとは思う

ので、こういう機会を与えるのは、与える

というか機会があるというのは生活保護の

方でも生活保護ではない方でも、こういう

機会があるというのは非常にこちらとして

も受けていただいて、健康でいていただけ

るのが一番かなというふうに思います。 

 ほかの健診もそうなのですけれども、所

得によってとか、そういうような設定はし

ておりませんで、皆様が少しでも、確かに

人間ドックは高いですけれども、ほかの健

診を受けないでこちらを１回受けていただ

くとか、そういう調整をしながらお金は少

しかかりますけれども、健康を維持するた

めに少し負担をしていただいて、町も負担

をしながら、健康の確認をしていただくと

いうことができればいいかなというふうに

思っておりまして、なかなか所得によって

負担金額を設定するというのは非常に難し

いことだと思うのですよね。申し込んでき

たときにあなたの所得は幾らですかという

ような話にもなろうかと思いますので、今

はこういうような一律自己負担をお願いす

るという形になっているところです。 

○委員長（髙橋秀樹君） ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） 人間ドックを、す

みません、生活保護の方にあれするのでは

ないのですけれども、人間ドックを行うと

いうのが私の中でちょっとあんまりよく分

からなくて、例えばもし健診をする機会が

ない方たち、そういう人たちにとってすれ

ば特定健診、国保病院の今言われたところ

の特定健診との違いは心電図も特定健診で

できますし、あと腹部エコーぐらいなので

すよね、違うのは。それで、特定健診であ

れば８,０００円ちょっとぐらいでできるは

ず。私たちが医療職のほうが受け入れてい

る金額８,０００円から９,０００円ぐらい

でできるところを、人間ドックの４万円を

全額負担して生活保護の方にするのであれ

ば、特定健診レベルをするというのも手で

はないでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、保多福祉

課長。 

○福祉課長（保多紀江君） すみません、

お待たせいたしました。 

 特定健診といいましても、特定健診で受

ける方法もあるのではないかということな

のですが、生活保護の方も特定健診は基本

国保の加入者で、生活保護の方は別にすこ

やか健診という形で同じ項目を、特定健診

と同じ検査を受けることはできるようには

なっております。 

 今回、人間ドックを生活保護の方も受け

ていただくのですが、まずはさっきも言っ

たように、町民の中にどなたも公平に同じ

機会を与えるということがまず一つと、今

回は総合健診ということで健診の項目とし

ては、特定健診よりはもう少し細かく検査

がされるのかなというふうに思っておりま

すけれども、このような総合的な健診を受

けていただいて、健康を確認していただく

ことが大事かなとは思いますので、今後も

今言われたような内容の整理とかをしなが

ら対応していきたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） すみません。すこ

やか健診というのは私のほうが忘れており

ました。そういう健診があるわけですね。

ということは、特定健診レベルでは生活保

護の方も受けられるというふうに捉えてよ

ろしいですね。では、違う枠で私はつくっ

たほうがいいのではないかなと、特定健診



― 27 ― 

を受けるのではなくて特定健診レベルのも

のを人間ドックの１人４万幾らではなく

て、もう一つワンランク、もうちょっと特

定健診レベルのものをつくって生活保護の

方に対応したほうがいいのではないかなと

いう、私は今そういう持論があってここで

質疑をしたわけですけれども、すこやか健

診があるわけですね。分かりました。で

あっても、やはりこの４万円をやはり普及

したほうがいいという町の判断でよろしい

ですか。大してそれほど、今すこやか健診

と人間ドックの内容は、健診の検査自体は

変わらないけれども、内容が違うというふ

うに課長おっしゃられましたけれども、す

みません、細かくどこが違うのだと本当は

お聞きしたいのですけれども、それは私後

でお伺いいたしますので、内容が違うとい

うことでこの金額になっているというふう

に受け止めてよろしいですか、４万円とい

う。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、保多福祉

課長。 

○福祉課長（保多紀江君） 申し訳ありま

せん。もう一つ、胃の内視鏡検査もしくは

バリウム検査が人間ドックのほうに入って

おりまして、そちらのほうは特定健診では

なくて、別に集団健診とかでバリウムとか

の検査をしていただくということで、組合

せもございます。一つの検査では、すこや

か健診のほうでは全ては終わらないという

こともありまして、組み合わせた人間ドッ

クという設定をしておりますが、全体的な

ことを考えるとやっぱりばらばらに受けて

いただくよりは一回に全て受けていただい

て、健康をチェックしていただくというこ

とがいいかなというふうに、大事かなとい

うふうに思いますので、人間ドックという

機会をつくって、確かに同じようなものが

あるからそちらでいいのではないかという

のはあるかと思いますけれども、全てを網

羅した人間ドックというのを提供したいな

というふうに考えています。 

○委員長（髙橋秀樹君） ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。 

 もっと詳しくというのは、胃の内視鏡の

検査とかバリウムのこの辺を含めてのとい

う意味でございますね。分かりました。 

 そうすると、もし１人が受けたいという

ときに、もし生活保護の方が両方受けたい

ということになると、計５万６,０００幾ら

かを一回で受けられるというふうに捉えて

よろしいですね。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、保多福祉

課長。 

○福祉課長（保多紀江君） 人間ドックと

胃の内視鏡のがん検査を一緒に、両方受け

れるかというようなお話でしょうか、かな

と思うのですけれども、人間ドックを受け

たから内視鏡のがん検診をだめというよう

な設定はまだ考えてはおりませんけれど

も、基本的には人間ドックでバリウムもし

くは内視鏡の検査を受けていただくという

ことになれば、内視鏡のがん検診、こちら

は胃カメラだけのことですけれども、こち

らを受けるというような二重の助成という

のは考えていないところです。 

○委員長（髙橋秀樹君） ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。 

 では、もう少し詳しくというのは１回で

はなくて２回になる可能性があるというこ

とですね。１回に先ほど一遍に一緒にでき

るからというようなお話をされたので、両

方の検査が一緒にできると私は思いました

が、そういうことではなくてということで

しょうか。別々にということですね。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、川島病院

事務長。 

○国民健康保険病院事務長（川島英明君） 

ただいまは生活保護の方のお話だったので

すけれども、ここの予算説明資料の中に出

てくる人間ドック、国保病院４万８０円、

この中には内視鏡検査も含まれている金額

なのですよね。なので、両方ダブルでか

かってくるというわけではございません。
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なので、内視鏡検査もこの人間ドックの中

に含まれていると、そういった意味でござ

います。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。 

 内視鏡検査、これ人間ドックに含まれて

の４万幾らということですね。かなり高い

なと私は先ほどの、分かりました。納得い

たしました。 

 なのですが、ちょっと納得できないとこ

ろは、先ほど最初に言いましたとおり、多

分町民から苦情がもしかしたら来るのでは

ないかと、私は危惧するところなのであり

ます。これは国のシステムなので、生活保

護のシステム自体を今度これから先変わっ

てくるのかどうか分かりませんけれども、

今の現状の、生活保護もらっている方のほ

うが生活費があるという逆転パターンが足

寄町の中に一体どのぐらいいるのかという

ことなのですけれども、それは分かりませ

んが、そういう人たちが一生懸命頑張って

いるのだけれども、私は半分出さなければ

いけないのね、生活保護の人はこの４万円

もするものを全部全額支給してくれるのね

という人がいなければいいなと私はそう思

います。 

 質問は以上です。お答えいいです。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に、質疑はご

ざいませんか。 

 ２番高道委員。 

○２番（高道洋子君） １２３ページ、健

康診査業務のところについてお聞きしま

す。 

 これは特定健診、受診ということでもあ

るわけですね。その関係だと思うのですけ

れども、１２月の一般質問のときにも、ア

フターコロナの健康対策というところで、

特定健診については課長からいろいろ御答

弁いただいたので承知しているところでご

ざいますけれども、やはり今のお話にもあ

りましたように、受診することが本当に医

療費削減には絶対的に不可欠で、安心・安

全のまちづくりのためにも健康で住むこと

が一番だと思います。そのためにもこの特

定健診受診率を上げていくということは、

やっぱりこれは必須の課題でないかと思う

わけです。 

 そういう中で、コロナのためになかなか

特定健診が受診率が下がってきたと、どこ

の町もですね、下がっているように聞いて

おりますし、足寄もそうだと思います。今

年は改めて令和４年を迎えて新年度に向け

て、この受診率を、目標ですね、どこにお

いているのか。お願いします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、保多福祉

課長。 

○福祉課長（保多紀江君） 特定健診の受

診率の関係だったのですけれども、令和２

年度につきましてはやっぱり前半健診控え

があって、令和２年度の健診率はやっぱり

どこもというか、落ち込んだという話があ

りました。けれども、令和２年度の後半に

ついては、いろいろ健診を駆け込みで受け

られる方とかもいらっしゃいまして、令和

３年度につきましても今担当のほうで電話

で受診勧奨とかしていまして、少しでも健

診を受けていただくように業務を進めてい

るところです。 

 令和４年度につきましては、目標の数値

がたしか５０％後半から６０％ぐらいがも

ともとの目標数値として掲げていたかなと

思いますので、その目標に向かって、さら

に皆さんに受診していただけるように周知

したり、個別にお電話等で受診勧奨してい

きたいなというふうに考えております。 

○委員長（髙橋秀樹君） ２番高道委員。 

○２番（高道洋子君） そうですね、たし

か６０％ぐらいだったと思います。コロナ

前からの目標ですね。 

 それで陸別は、他町村のこと言って申し

訳ないのですけれども、受診率ナンバーワ

ンを３年間連続でずっとキープしていって

いると。ずっとこれから先もキープしそう
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だということで、新聞報道にもありまし

た。内容の記事を見てみますと、やっぱり

受診の勧奨の電話をもう本当によくしてい

ることと、それからまちに出ていって、目

と目が合うと受診受けてるかいという、そ

ういう会話が町全体で上がっておりまし

て、それで行かないわけにいかないのだわ

というような人も聞いたことがあります。 

 そういうわけで、そういう隣町の好成績

もあって、取り組む目玉商品というか、ど

ういうふうにして、戦略ですね。何かそう

いう戦略、どうやってしたら受診受けるこ

とができるかという、その気に町民の人が

なってもらえるかという、そういう計画等

がありましたらば発表していただきたいの

ですけれども。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、佐々木住

民課長。 

○住民課長（佐々木雅宏君） 先ほど福祉

課長のほうから令和２年度の特定健診の受

診率とかございましたけれども、ここ何年

か確かに低下傾向にはあったのですが、令

和２年度の実績は反対に向上しておりま

す。令和３年度はまだ受診途中ですので、

まだ結果としては出ていませんけれども、

今後受診率向上の取組として、保健担当の

ほうの特別会計のほうで国保ヘルスアップ

事業の中で、外部委託というところで受診

勧奨、あるいは医療費分析を通じて、例え

ば服薬して中断した方ですとか、あるいは

数値が悪いにもかかわらず例えば病院に

行っていない方ですとか、そういった方に

対して重点的にやはり対応を取っていかな

ければならないだろうというふうに考えて

おりまして、そういった業務を外部委託す

るという考えで今計画で進んでございま

す。 

 それ以外にも、福祉課とうまく連携し

て、国保被保険者に限らず後期の被保険者

についても少しでも健康でいられる期間が

長くなるように、同じ業務の中でいろいろ

と検討していければなというふうに考えて

いるところでございます。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ２番高道委員。 

○２番（高道洋子君） 目標６０％目指し

て頑張っていただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に、質疑はご

ざいませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １２４ページ、

３目患者輸送車管理費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ４目環境衛生

費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ５目合併浄化槽

事業費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２項清掃費の

１目清掃総務費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２目じん芥処理

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ３目し尿処理

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第３項１目水道

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第４項１目病院

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １３２ページに

入ります。 

 第５款労働費に入ります。 

 第１項１目労働諸費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２目単身者住宅

管理費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １３４ページ、



― 30 ― 

第６款農林水産業費に入ります。 

 第１項農業費の１目農業委員会費。 

 １１番木村委員。 

○１１番（木村明雄君） ここでちょっと

農業委員会にお尋ねをいたします。 

 このたび農業委員の任期満了に伴いまし

て、１２名の委員が任命されたわけでござ

いますが、ここで新しく新人になられた方

は何名いらっしゃるのか、この辺について

まずはお伺いをしたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 予算の中のどう

いう関連で今御質問なのでしょうか。 

○１１番（木村明雄君）  運営費のほう

で。 

○委員長（髙橋秀樹君）  運営費のほう

で。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 ここで、暫時休憩をいたします。 

午後 １時３４分 休憩 

午後 １時３７分 再開 

○委員長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会

議を再開いたします。 

 答弁、丸山副町長。 

○副町長（丸山晃徳君） お時間取らさせ

ていただきまして申し訳ございません。 

 新人の方、５人でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １１番木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） そうすれば、５

名が新人ということで、これから執行に当

たっていくということなのだと思います。 

 では、次の質問をしたいと思います。 

 これは農業委員会について、年間報酬は

どれほどなのか。これ私もちょっと昔は、

私も今から十五、六年前には現職でやって

いたわけなのだけれども、それから後に

なって、もう今になったら分からないとい

うことで、今回ちょっとお伺いをしたいと

思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 山田農業委員会

事務局長、答弁。 

○農業委員会事務局長（山田弘幸君） お

答えいたします。 

 農業委員の報酬等につきましては基準要

綱で決まっておりまして、会長につきまし

ては月額５万１,３００円、代理につきまし

ては３万７,８００円、委員につきましては

３万４,２００円と決まっております。 

 総額でいきますと、予算書に書いてある

とおり５１７万４,０００円の支給という形

になりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １１番木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） 会長が５万１,３

００円でよろしいのですよね。 

 これについて私がどうのこうの言うこと

ではないわけなのだけれども、この報酬に

ついてはやはり自分が仕事をしながら、そ

してまた委員会があるたびに出てこなけれ

ばならないと、これについてはいかがなも

のかなと。妥当なのかどうなのかなという

ことも考えるわけなのですよね。 

 そこで、町長の行政機関の中で議会、そ

れからまた教育委員会、そしてまた消防、

団員ですね。団員はついこの間上がったと

いうことで、分かるわけなのだけれども、

農業委員会について、今までこの報酬、ど

のぐらいこのままの状態で進んでいるのか

どうなのか、その辺ちょっとお伺いをした

いと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君）  答弁調整のた

め、暫時休憩をいたします。 

午後 １時４１分 休憩 

午後 １時４５分 再開 

○委員長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会

議を再開いたします。 

 山田農業委員会事務局長、答弁。 

○農業委員会事務局長（山田弘幸君） お

答えいたします。 

 大分前からほとんど農業委員会の報酬に

ついては変わっていないということでござ

います。よろしくお願いいたします。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １１番木村委
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員。 

○１１番（木村明雄君）  これについて

は、私も本当に何年も前か、やっていたわ

けなので、それほど大きくは変わってない

のだと思うのですよね。これはやはり誰も

これについては口火を切らないということ

の中で、皆さん、そうかそうか、それなら

これでいいのかという形の中で進んできた

のだと思うのですよ。しかしながら、これ

やはり農業委員会だっていろいろな仕事を

持っている、その中で、本当に男の人は背

広も着てくるだろうし、女の人はやはりそ

れなりの服装をしながらここへ、自分の仕

事を顧みた形の中で何ぼ忙しくても引き受

けたということになれば、やはりここへ出

ていろいろな協議をしなければならないと

いうことになると思うのですよね。そこ

で、やはり今ここでこの問題について私が

どうのこうの言うべきではないかもしれな

いですけれども、やはりこれはみんなで真

剣になってやっぱり考えてみる必要がある

のではないかと。この時代に見合った形の

中で、やはり考えていく必要があると。こ

れについては、町のやっぱり行政機関の一

つである、これは公の、カラオケの民謡の

集まりとはわけが違うのだから、そういう

形の中で、私は考えていかなければならな

いのではないかと、そんなふうに思ってお

るところです。 

 だから、先ほども言ったように、この行

政機関の中には議会もある、それから教育

委員会の委員もいるだろうし、そしてまた

さっき言った消防の団員、これもいる。そ

してまた農業委員会の委員もいる。これは

何だかんだいっても、行政機関の中でやっ

ていることだから、これについては時代に

即応した形の中で、これみんなでやっぱり

考えていかなければならない問題だと、そ

ういうふうに考えております。 

 そこで、今度は農業委員会について、こ

の委員、これはどれだけ月何ぼなのか、年

間何ぼになるのか知らないけれども、どの

ぐらいの仕事をしているのか、ちょっとそ

の辺についてもお伺いをしたいと思いま

す。 

○委員長（髙橋秀樹君） 齋藤農業委員会

長、答弁。 

○農業委員会会長（齋藤陽敬君） 木村委

員のお言葉に関しては、本当に感謝申し上

げたいと思います。 

 農業委員というのは、月に１回の総会

と、それからいろいろな形の中で、今委員

の立場の中で仕事というのは推進委員も兼

ねてますので、全体的な地域での面的集積

を図るような形の中で仕事をしておりま

す。そういった意味の中では、今の金額と

いうのは決して高くない状況にあると、私

は感じております。 

 ですから、木村委員がいた１５年前も仕

事的なものに対しては大きくは変わってま

せんが、実際、集約に入ったときに農地

と、水と農地プランとか、そういう形の中

では仕事的には多く若干なってきているの

かなと、過去から見ればそういうふうに感

じております。 

 あと何かなかったかな。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １１番木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） いや、私ね、も

うちょっと具体的に月に何時間ぐらいと

か、何日ぐらいとか、そういうことがあれ

ばと思って今お聞きをしたわけなのだけれ

ども、その辺どうですか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 山田農業委員会

事務局長、答弁。 

○農業委員会事務局長（山田弘幸君） お

答えいたします。 

 農業委員会の場合、総会が毎月１回あり

まして、必ずその一日は出席してもらうと

いう形になります。それと、農地を見て歩

かなければいけないということもありまし

て、現況調査も必ずありますので、またそ

の一日も出席してもらう形になります。 

 それと、あと農用地の利用調整というこ
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とで、平均いたしますと大体１人の農業委

員が月３日ぐらい地域で利用調整を行うと

いう形になっております。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １１番木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） 分かりました。

大体月に３日ぐらいということだそうで

す。 

 それでは、次の質問をいたします。 

 このたび１２名の新執行体制になり、議

会にて承認されたわけであります。議会の

中では、新しい農業委員さん、これについ

てはきっと皆さんそれぞれにこの中で半分

の顔と名前は一致しないのではないかと思

うわけなのですよね。そんな中で、本来で

あればやっぱり農政を担う委員さんである

から、やはり自己紹介ぐらいはしていただ

きたかったなと、そんな気がするわけなの

だけれども、その辺について考えがあるの

かどうなのかお伺いをいたします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 齋藤農業委員会

会長、答弁。 

○農業委員会会長（齋藤陽敬君） 農業委

員の選考に当たりましては、過去は選挙制

度で基づいてやっておりましたので、地域

を回ったりいろいろな形の中では自己紹介

も基本的にできたのかなという感じです。

ただ、今選挙制度がなくなりまして、町長

推選、議会承認という形となりましたの

で、なかなかその顔が見えないというのは

確かにあると思います。ただその中で、一

人一人の紹介ということにはなかなかなら

ないのではないかという感じは持っていま

すので、その辺はよろしく御理解願いたい

と思います。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １１番木村委

員。 

○１１番（木村明雄君）  これについて

は、やはり我々だって議会にこのことが出

てきて、承認をしていく。顔も分からない

という形で承認をしていったわけなのだけ

れども、農業委員になる人だって、これ本

当にはっきり言えば、こんなものなりたく

ないのだと思うのですよ。けれども、やっ

ぱり地域からおまえやれと言われた形の中

で、無理してでもこれに本当に声を上げら

れて出てきたのでないのかなと、そんな気

がするところであります。 

 できることであれば、やはり自己紹介ぐ

らいは、我々も承認をしたという形の中で

はしてもらいたかったなと、そんな気がい

たしました。 

 次の質問になります。 

 農業者年金についてお伺いをいたしま

す。 

 これについては、強制的な形の中でこの

農業者年金、これを進んでいたわけなのだ

けれども、これが１０年ほど前から任意保

険に変わったわけであります。そこで、組

合員、今２０７戸、組合員はね、２０７戸

ぐらいある。ぐらいでない、２０７戸ある

のです。そして、農業者は大体、そうです

ね、組合員外もいるわけだから、２２０戸

ぐらいいるのかなと思うわけなのだけれど

も、ここで農業者年金促進奨励をしている

のは農業委員会なのですよね。そこで、ど

れほど今加入があるのかどうなのか、その

辺ちょっとお伺いをしたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 山田農業委員会

事務局長、答弁。 

○農業委員会事務局長（山田弘幸君） お

答えいたします。 

 令和３年６月末の時点なのですけれど

も、農業者年金に加盟している方は、足寄

町では１２６名ということになっておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １１番木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） ここで、農業委

員会が、これね、本当に農家の人というの

は、農家をやめて、そして進んでいくとな

れば、本当に農業者年金がなければ大変な
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のです、国民年金だけということですから

ね。そうなってくると、今こうして見る

と、大体２２０戸と思えば半分ぐらいしか

入っていないということなのですよね。こ

こで、私は農業者の、農業委員会というの

は、農業者年金も、それからまた奨励をし

ていっているわけだから、これについて

やっぱりもうちょっと入れてやらないと、

足寄町の農業者の将来、これについてやは

りちょっと心配だなと、そんなふうに思う

わけなのだけれども、この辺について

ちょっとお伺いをしたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 齋藤農業委員会

会長、答弁。 

○農業委員会会長（齋藤陽敬君） 農業者

年金の関係なのですけれども、農業委員会

は事務局になっているのですけれども、足

寄農業協同組合も含めて推進をしておりま

す。 

 これは毎年なのですけれども、やってい

るのですけれども、若い人を中心に今は

入ってもらっていますけれども、実質今局

長から数字的なものは１２６ということに

なるのですけれども、もうもらっている人

も今農業者にいますので、実質今入ってい

る年齢層を女性の方もいるし、全てが農業

者、担い手ではありませんので、子供も親

子で入っている場合もあるし、その辺はど

ういう形、数字的なものが分散されるか分

かりませんが、取りあえず推進することに

対しては農業の老後の生活という意味の中

では、国民年金と農業者年金を合わせた中

では一般的な厚生年金と同じぐらいの額

が、できるだけ近づけるような形を取りな

がら農業経営をやっていくのがベストだと

いう考えを持っています。だから、そう

いった意味の中では、きちんとした農業者

年金の推進は今後も続けていきたいと思っ

ておりますので、御理解願いたいと思いま

す。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １１番木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） 今、全農家は足

寄町に２２０戸、約あるということの中な

のだけれども、１軒のうちで２人も３人も

入っているということを考えたとしたなら

ば、またそこで農業者が戸数で入っている

ということならばまだまだ薄くなってしま

うということになろうかと思うのですよ

ね。やはりこれから先に向けて、農業委員

会がこれを推奨しているわけだから、何と

してでもやはり進めていってもらいたい

と、そんなふうに思うところであります。 

 それから、次の質問をいたします。 

 それについては、足寄町の基幹産業は何

といっても農業であります。そこで、この

農業が元気でなければ、ほかの足寄町の産

業を牽引していくことができない。これは

衰退をしてしまうと、私は考えているとこ

ろであります。 

 ここで、農業後継者のパートナー対策、

これについては大きく力を入れて、これか

らももっともっと力を入れていかなければ

ならない課題の一つではないかと、私は考

えております。その中で、現在、２０代か

ら４０代までの独身男性、これはどれほど

いるのかちょっとこの辺についても調べて

あると思うのですよ。これちょっとお伺い

をしたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 山田農業委員会

事務局長、答弁。 

○農業委員会事務局長（山田弘幸君） お

答えいたします。 

 今現在、２３名の独身の男性がいるとい

うふうに把握しております。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １１番木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） 今ちょっといい

ですか。２３名しかいないの、足寄町に独

身男性は。２０代ね。そうしたら４０代の

人、２０代から４０代までの独身男性と私

は聞いたのだよ。それはどのぐらいいるの

かということ。（「４０歳以下ということ
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になると、一応２３名と把握しておりま

す」と呼ぶ者あり） 

 なるほどね。分かりました。それ以上言

う必要ないな。分かりました。 

 まだいいの、出して。 

 次の質問、よろしいですか。 

 それでは、現在コロナ禍であまり、これ

は大変なことだと思うわけなのだけれど

も、パートナー対策事業、これについて内

容と成果、きっとそんなに進んでないのか

と思うわけなのだけれども、その辺につい

てお伺いをいたします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 山田農業委員会

事務局長、答弁。 

○農業委員会事務局長（山田弘幸君） 今

の御質問にお答えしたいと思います。 

 農業後継者パートナー対策、どういうこ

とをしているのかという話だと思うのです

けれども、事業計画を組んでおりまして、

民間が主催している婚活事業とかあります

ので、そちらに対する支援事業とか、北海

道ふれあいツアーとか、北海道農業公社の

やっているそういうツアーとか、３町で

やっている婚活事業とかもありますので、

そちらに対する支援事業とかも行っており

ます。ただ、このコロナの実態ということ

もありまして、なかなか会う機会がつくれ

ないという状況がありまして、令和３年に

ついては２回ほど開催して、延べ４名の方

が参加しているというような状況に終わっ

ております。 

 それと、この委員会、支援事業というも

のをつくっておりまして、成婚させた方に

１組当たり５万円を謝礼として払うと。あ

と、出会いの場を企画した者に対して、１

万５,０００円を上限として助成を行います

よと。あと、うちで計画している以外の婚

活パーティーに参加した場合については、

１万５,０００円を上限にその助成を行う

と。あと、結婚相談所に登録した者に対し

ても費用の助成という形で事業を用意して

おりまして、これは帯広信金で信金キュー

ピット婚活相談所というものをつくってお

りますので、そちらに加入していただい

て、別の相談所に登録いただいた者につい

ては２万５,０００円を上限に補助するとい

うような形で実施しております。 

 最近の成果なのですけれども、ここ３年

ぐらい前に３町で行った婚活ツアーで１名

の方が成婚されているというのが実績でご

ざいます。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １１番木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） このパートナー

対策については、これは足寄町として十勝

と連携していることがあるのか、それとも

また独自でやっていることがあるのか、そ

の辺についてもちょっとお伺いをしたいと

思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 山田農業委員会

事務局長、答弁。 

○農業委員会事務局長（山田弘幸君） お

答えいたします。 

 大分昔は独自でやっていたのですけれど

も、だんだん参加者が少ないということが

ありまして、それはどこの農業委員会でも

同じような状況になっております。 

 十勝のほかの農業委員会と連携した形

で、民間事業者にお願いして、なるべく帯

広辺りで開催していただいたものについて

積極的に補助して、参加してもらうという

形で進めております。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １１番木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） 分かりました。 

 これについては、本当に足寄町、これか

ら何としても、これは時代の流れではどん

どん人口が減っていくということになるわ

けですけれども、これを止めるということ

はできないのかもしれない。しかしなが

ら、隣町よりも少しでもこの人口減を遅く

していくということをやはり考えていかな
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ければならない一つの大きな問題でないの

かなと、私は思うわけであります。 

 次に質問してよろしいですか。 

 現在、我が町の農業高齢化が進み、離農

が進んでおります。人はこのまちから離れ

ても残された土地はそのまま町内に残るわ

けであります。今後、土地の流動化問題、

それから不在地主、これがまた大きいので

すよね。不在地主問題、そして土地の交換

分合問題、それからまた土地の有効活用、

これも一つの問題、そしてパートナー、先

ほど言っていたパートナー対策、これはこ

れから一層これが厳しくなっていく、本当

に難しくなっていく、そういう時代になっ

てきているのだと思うわけなのですよね。 

 しかしながら、足寄町のやっぱり基幹産

業は農業だと。農業を守るためにはやっぱ

り足寄町、これは全体から考えると農業を

守らなければ崩壊をすると、私はそんなふ

うに、大げさかもしれないけれど考えてい

るわけなので、これらについて、やはり

ちょっとお伺いをしたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） ここで、暫時休

憩いたします。 

午後 ２時０８分 休憩 

午後 ２時２０分 再開 

○委員長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会

議を再開いたします。 

 先ほど１１番木村委員の質問がありまし

たが、その件については総括のほうでもう

一度よろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、農業委員会費、ほかに質疑は

ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ２目農業総務

費、質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ３目農業振興

費、質疑はございませんか。 

 ６番熊澤委員。 

○６番（熊澤芳潔君） 農業振興費の関係

でお聞きします。 

 説明資料の中でお聞きしますけれども、

４０ページの６次産業化推進事業費という

ことでお伺いしたいと思います。その中

で、イチゴについてお伺いをいたします。 

 イチゴにつきましては、まちの中では非

常においしくなったと。特に白いイチゴに

ついてはおいしいよということでもある

し、また他町村からも結構注文があるとい

うようなことは聞いております。そういっ

た中で、始めてから１０年ぐらいたつのか

な、振興してから。ちょっと忘れてしまっ

たのですけれども、ということは、それだ

け町民から喜ばれていることは生産体制が

整ったのだろうなと思いますし、またそう

いった安定生産ができるようになったのだ

ろうなというふうに判断しますが、今のと

ころはどういう状態で進んでいるのかをお

聞きいたします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、加藤経済

課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 今のところで

すけれども、新しい新棟の５棟と、そこは

補助金で造った大きいところなのですけれ

ども、あと旧棟、古い棟のほうで１０棟あ

りまして、古いほうの２棟は苗をつくると

なっておりまして、それ以外はイチゴを生

産しているというところでございまして、

今のところ、これまでいろいろ町も支援し

てきましたし、その成果がやっぱりぬくも

り農園の努力によって、やっと今実を結ん

だのかなということで、成果がようやく出

てきたというふうに感じています。 

 今年度におきましては、イチゴにおいて

は約１３トンほど取れているということ

で、農協の資料を見ますと約、令和３年で

は１,２００万円くらいの黒字ということで

聞いております。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ６番熊澤委員。 

○６番（熊澤芳潔君） 分かりました。 

 そうしますと、例えばちょっと通常言わ

れている生産能力だとか、それから稼働率
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だとか、いろいろなことが見えてきたとい

うことでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、加藤経済

課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 稼働率という

のかどうかは知りませんけれども、生産能

力がかなり上がってきたということでござ

います。 

 今後まだまだいろいろな課題があります

から、その課題を一つ一つ片づけていくこ

とによってさらに生産力がアップするので

はないかなと思っております。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ６番熊澤議員。 

○６番（熊澤芳潔君） そうしますと、分

かりました。そういうことであれば、それ

は分かりましたけれども、新しい足寄町の

作物ということで頑張ってもらいたいなと

いうふうには思っているのですけれども、

この事業というのは、今地域おこし協力隊

ですか、そういったものを使って今やって

いるのですけれども、１戸の農家としても

今後は、では農家としてのこの事業という

のは推進はするような考え方でいるので

しょうかね。そこら辺はどうなのですか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、加藤経済

課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 当初、イチゴ

が始まった頃には新規就農者を育てたいと

いうことで、何名かの方が新規就農を目指

してそこに入って、地域おこし協力隊とし

て入ったのですけれども、なかなかうまく

いかなくてマッチングもうまくいかなかっ

たということもありますけれども、ただぬ

くもり農園として収支を計算したときに、

今現在のあの施設で何とか収支が保てるの

かなということではあろうかと思うので

す。そこに新規就農者で何棟かを分けると

いうことになると、今現在でいけばちょっ

と難しいのかなという気持ちはあります。

ただ、あと新規就農者を募集してないとい

うことではないので、イチゴに関係する新

規就農者はそこに入って研修していただい

て、別に施設をつくるとかそういった形で

何とか新規就農を呼び込めないかなという

ことでは考えております。 

 本来であれば、一般の農家の方にも、例

えばビートをつくった、苗をつくったハウ

スが空いている時期にイチゴの生産という

ことも当初は考えてはいたのですけれど

も、ちょっとそれがなかなか難しいのかな

ということでございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ６番熊澤委員。 

○６番（熊澤芳潔君） 分かりました。 

 せっかくの事業でございますので、今言

うような形で幅広く、足寄町の農業の一つ

として推進してもらいたいなという気がい

たします。 

 終わります。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に、質疑はご

ざいませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １４０ページ、

４目畜産草地費、質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ５目農地費。 

 ６番熊澤委員。 

○６番（熊澤芳潔君） お聞きします。 

 ここでは、昨日３年度の補正予算の中で

ちょっとお聞きした畜産振興資金の借入れ

についてだったのですけれども、５,０００

万円からの減額だということだったのだけ

れども、これは牛乳の消費の関係があった

ということでございますけれども…… 

○委員長（髙橋秀樹君）  熊澤委員、

ちょっとお待ちください。 

 今どこを。 

○６番（熊澤芳潔君） 草地費のところで

した。私、間違えました。草地費です。 

 畜産振興資金の関係です。 

○委員長（髙橋秀樹君） 畜産草地費の件

ですよね。それ過ぎてしまっているので。 

○６番（熊澤芳潔君） いいですか。 

○委員長（髙橋秀樹君） すみません。総
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括のほうに回していただければありがたい

のですけれども、申し訳ございません。 

○６番（熊澤芳潔君） 総括に回します。 

○委員長（髙橋秀樹君） すみません。 

 ほかに農地費、質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ６目農地流動化

推進事業費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ７目営農用水道

等費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ８目町民セン

ター運営費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ９目畜産物処理

加工施設運営費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １０目他面的機

能発揮促進事業費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １５２ページ、

第２項林業費の１目林業振興費、質疑はご

ざいませんか。 

 ７番髙橋委員。 

○７番（髙橋健一君） 林業振興費で御質

問いたします。 

 委員長、ちょっと民有林関連で３本連続

で質問させていただきたいのですが、よろ

しいですか。（委員長「よろしいです」と

呼ぶ） 

 それでは、まず１５３ページの一番下、

ちょっと単純な疑問なのですけれども、１

５３ページの一番下に林道舗装補修工事と

いう項目がありますけれども、林道と名前

がついているのだから、これは林道維持管

理費、いわゆる２目に林道維持管理費が

あって、なぜここに入ってないのかなと

ちょっと素朴な疑問ですけれどもすみませ

ん、お尋ねします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長、

答弁。 

○経済課長（加藤勝廣君） こちらの林道

舗装補修工事費でございますけれども、財

源を森林環境譲与税ということで予算を組

んでおりますので、こちらの項目というこ

とになってございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ７番髙橋委員。 

○７番（髙橋健一君） 分かりました。 

 それから引き続き、１５５ページの一番

上ですね。１５節原材料費ですね、原材料

費補修用資材費というのがありますけれど

も、この内容をちょっと教えていただきた

いのですけれども。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、加藤経済

課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 補修用資材費

ということですけれども、林道は砂利道で

すので砂利を想定しております。町有林内

と、町有林内の作業道ですとか、あと林道

の補修に使う予定で砂利を予定しておりま

す。 

○委員長（髙橋秀樹君） ７番髙橋委員。 

○７番（髙橋健一君） これは町有林だけ

ではなくて、作業道にも適用されるという

ことで、作業道というのは大体民間ですよ

ね。大体林道というと町営という感じがし

ているのですけれども、これはそこまで

やっていただけるということなのでしょう

かね。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、加藤経済

課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 民有林への作

業道につきましては想定はされておりませ

ん。民有林の作業道につきましては、森林

組合の経由で補助金を出しておりますの

で、そちらのほうで対応しているところで

す。 

○委員長（髙橋秀樹君） ７番髙橋委員。 

○７番（髙橋健一君） すごく分かりやす

いです。 

 その次、１７節備品購入費、タイヤショ

ベル、これの用途についてお尋ねいたしま

す。 
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○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、加藤経済

課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） これも先ほど

の砂利と同じように、町有林の作業道です

とか、あと普通の林道、そういったところ

の補修に使う予定でございまして、少額の

工事とかそういった形で、本当に小さい補

修とか、雨降ってちょっと流れてしまった

よとか、そういうところで自前で自力で補

修するということで購入する予定でござい

まして、今年度ですか、令和３年度で軽ダ

ンプも買いましたので、そちらと連動しな

がら補修をしていきたいなと思っておりま

す。 

○委員長（髙橋秀樹君） ７番髙橋委員。 

○７番（髙橋健一君） 私何かタイヤショ

ベルというと、何か雪かきという、除雪と

いうイメージなのですけれども、これは除

雪に使ったりするのですか、これ。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、加藤経済

課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 冬は、例えば

庁舎周りが雪が降ったと、職員で今一生懸

命手でやっているのですけれども、大量に

降ったときにはこれも活用ができるかなと

いうふうに思っています。 

○委員長（髙橋秀樹君） ７番髙橋委員。 

○７番（髙橋健一君） タイヤショベルも

やっぱりそういういろいろ多目的に使われ

ているということで、なかなか厳しいのか

もしれないですけれども、これ民有林など

にいわゆるオペレーターつきで貸してあげ

るとか、そういうことはできないのでしょ

うかね。立派な機械ですけれどもね。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、加藤経済

課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） タイヤショベ

ルといいましても、除雪に使うのですけれ

ども、そんなに大きいショベルではござい

ません。そしてまた、オペレーターつきで

民間に貸し出すということには多分ならな

いのかなと考えております。 

○委員長（髙橋秀樹君） ７番髙橋委員。 

○７番（髙橋健一君） 分かりました。 

 最後にちょっと町長にお尋ねしますけれ

ども、いわゆる林業というのは足寄の基幹

産業、民間の方も一生懸命頑張っていらっ

しゃると思うのですよね。今度の予算で、

いわゆる民有林事業に十分予算がつけられ

たのかどうか、町長、お尋ねいたします。 

○委員長（髙橋秀樹君）  答弁、渡辺町

長。 

○町長（渡辺俊一君） 民有林事業に予算

が十分つけられているのかどうなのかとい

う御質問でございますけれども、事業等に

ついては森林組合等とも協議をしながら必

要な予算をこの中で組んでいるということ

でありまして、民有林に対する支援、それ

から道からの豊かな森づくり事業ですと

か、そういういろいろな事業を組合せなが

ら、また町からの補助金も含めて、民有林

の整備に使える事業については十分、民有

林を整備されるという要望がある部分につ

いては十分に予算を取っているというよう

に考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ７番髙橋委員。 

○７番（髙橋健一君） 民間の林業関係者

の熱意を酌み取って、ぜひ予算をたくさん

つけていただきたいと思います。どうもあ

りがとうございました。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １１番木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） ここで、１５３

ページ、説明資料５１ページ、町有林造林

事業についてお尋ねをいたします。 

 北海道の豊かな森づくり推進事業実施要

領に基づき行われる既存の造林補助の上乗

せ補助とあるが、これはどのようなことな

のか、この辺ちょっとお伺いをしたいと思

います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、加藤経済

課長。 
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○経済課長（加藤勝廣君） こちら、北海

道の豊かな森づくり推進事業ということで

ございまして、補助率が２６％となってお

ります。そのうち北海道の負担が１６％

で、町の負担が１０％となってございま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １１番木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） それで分かりま

した。 

 それでは、次の質問をしたいと思いま

す。 

 伐採跡地の植林について。 

 近年苗が不足して、本当に大変だなとい

うことをお聞きいたします。そこで、この

苗について足寄町としては間に合っている

のか、計画に基づいて進んでいるのか、そ

の辺についてまずはお聞きいたします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、加藤経済

課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 苗木について

は、広尾町の業者のほうにお願いしている

わけでございますけれども、足寄町の分に

ついては必要な量を確保されているという

ことで聞いております。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １１番木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） 足寄町について

は今のところ確保できるということでよろ

しいのですね。はい、分かりました。 

 ここで、ちょっとお伺いをしたいと思い

ます。 

 近年やはり苗が不足していて深刻な問題

だという話もたまたまお聞きしているわけ

なのですけれども、そこでもしこれから先

苗が不足になったという場合について、コ

ンテナ苗というものがあるそうなのです

が、それについて理解しているかどうかお

伺いをしたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、加藤経済

課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） ポット苗とい

うことで、あるのは知識としてはあるので

すけれども、その後足寄町が活用していく

かというのはちょっとまだ分かりません。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １１番木村委

員。 

○１１番（木村明雄君）  これについて

は、やはり年々苗不足の問題、これについ

てはやがて足寄町も苗が不足するというこ

とがあろうかと思うのですよね。そういう

場合についてはやはり、もう今から考えて

いかなければならないことでないのかな

と、私は考えるところでございます。 

 次に、補助対象者について、森林組合等

とありますが、この造林事業、これについ

て森林組合だけなのか、それともまたほか

の造林業者にお願いすることがあるのか、

その辺についてもお伺いをしたいと思いま

す。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、加藤経済

課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 今のところ森

林組合のみということになってございま

す。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に、質疑はあ

りませんか。 

 ５番田利委員。 

○５番（田利正文君）  説明資料の５０

ページ、一番最後の行にあるのですけれど

も、単純な質問です。 

 狩猟登録に必要な経費とありますけれど

も、狩猟登録の中に狩猟免許取得費という

のは入るのでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、加藤経済

課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 登録に関する

費用というか、更新に係る費用については

一部費用を負担しているということでござ

います。 

○委員長（髙橋秀樹君） ５番田利委員。 

○５番（田利正文君） ゆっくり教えても

らえますか。 
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○委員長（髙橋秀樹君） もう一度。 

○経済課長（加藤勝廣君） 登録の更新に

係る費用については、一部費用負担してい

るということでございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ５番田利委員。 

○５番（田利正文君） 私の質問に答えて

ないと思うのですけれども。 

○委員長（髙橋秀樹君） ここで、答弁調

整のため暫時休憩いたします。 

午後 ２時４２分 休憩 

午後 ２時４３分 再開 

○委員長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会

議を再開いたします。 

 答弁、加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） お時間頂きあ

りがとうございます。 

 免許の取得費用については、全額個人負

担ということになっておりますし、免許の

更新費用も個人負担ということで、あくま

でも狩猟登録に関するものについて負担し

ているということでございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に、質疑はご

ざいませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２目林道維持管

理費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ３目町有林管理

費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ４目水源林造林

事業費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １５８ページ、

第７款商工費に入ります。 

 第１項商工費の１目商工振興費、質疑は

ありませんか。 

 ８番川上委員。 

○８番（川上修一君） １５９ページの真

ん中辺に産業振興事業補助金４００万円、

そして予算説明資料では５５ページになっ

ております。 

 それで、この補助金、令和３年度は使わ

れた実績がないということになっておるの

ですけれども、まず初めにこの補助金、大

体何年ぐらい前から創設されて、そして現

在に至るまで何件ぐらい利用されている

か、ちょっとお尋ねをいたします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、加藤経済

課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） こちら、産業

振興補助金となりましてから、平成２６年

から始まっておりまして、これまでに１０

件ほど使われております。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ８番川上委員。 

○８番（川上修一君） 結構使っているの

かなという感じはするのですけれども、使

用基準といいますか、説明資料を見ます

と、創業支援計画に基づいて支援期間なん

ちゃらかんちゃらと書いてあるのですけれ

ども、創業ということは新しく始める場合

で、既存のお店屋さんが何かやるという場

合は該当しないのですか。ちょっと中身詳

しくお願いします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、加藤経済

課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） これ新しく創

業するということですので、既存で多分今

事業をしていらっしゃるという方が、例え

ば新たに違う事業を始めますよといった場

合にはそれは該当になるかなと考えており

ます。 

 今まであった産業振興補助金のほう、

ちょっと要綱のほうを変更を考えておりま

すので、そのときに古いほうでは特産品

サービス事業と、開発事業というのもあっ

たのですけれども、今回それをなくしまし

て創業に特化した形の中で進めていきたい

なと考えております。 

○委員長（髙橋秀樹君） ８番川上委員。 

○８番（川上修一君） そうしたら、今こ

の説明してあるのは、令和４年度からその

中身ちょっと変えたという解釈でよろしい
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でしょうか。 

 私がお願いといいますか、思うところ

は、やはりせっかくこういういい資金を用

意しているわけでありますから、商工業者

の方には上手にうまく使っていただきた

い。それには、今要綱を変えたというので

すけれども、もうちょっとまだこれで確定

にしないで、商工会ですとかお店の人方と

か幅広く意見を聞いていただいて、使いや

すいように、あとお金のほうも１年目と２

年目に早い話がマックス５０万円ずつとい

うことになりますよね。新しい事業を始め

るのに、それが妥当なのかどうなのかとい

うことも含めて、ちょっともう少し練って

使いやすい資金にして、うまく利用してい

ただければと思いますので、よろしくお願

いしたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君）  答弁、渡辺町

長。 

○町長（渡辺俊一君） 産業振興事業補助

金でございますけれども、新しく今年から

少し中身を変えて、今までの補助事業と

ちょっと少し補助内容を変えたということ

になってございます。 

 それで、今川上委員のほうからお話あっ

たように、より商工会ですとか事業者さん

ですとか、いろいろ意見を聞きながらとい

うことで、今回のこの中身についても商工

会だとか十分協議をしながら進めてきて、

今回こういう形に変わったということでご

ざいます。 

 もちろんこれで変わったからずっと永遠

ということではありませんけれども、この

中身についてもいろいろそういうことで話

を聞きながら、協議をしながら進めてきて

おりますので、また引き続き使ってみて使

いづらいだとか、もうちょっとこうしたら

使いやすくなるのだとかというようなこと

があれば、また商工会さんだとかと協議し

ながらより使いやすい、使い勝手のよい補

助事業にできればなというように考えてお

りますので、御理解いただければなと思い

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ８番川上委員。 

○８番（川上修一君） 大変、町長の答弁

うれしく思いました。ぜひよろしくお願い

します。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に、質疑はご

ざいませんか。 

 １０番二川委員。 

○１０番（二川 靖君） ちょっと今のと

ころのページ１５９ページで、説明資料は

５７ページなのですけれども、事業継続緊

急支援金はこれはコロナ対策で一応一部を

緊急的に支援する場合に備え計上というふ

うになっているのですけれども、実はこの

２年間の中でコロナ対策ということで、い

ろいろな対策を講じてきたということは十

分承知しておりますし、例えば飲食業や酒

類を販売している小規模事業者等にという

ふうになっているのですけれども、実は影

響を受けている業者さんはそのほかにかな

りあるのかなというふうに感じています。

特に、たまたまこの間クリーニングにワイ

シャツを持っていったときに、いやいやい

やいや、クリーニングでいえば全く今まで

一切ないのですと。そういったことを聞け

ば、本当に自分たちで努力するしか以外な

いということで、やっぱりそういったこと

で、洗濯に関わるところでいえば何も今ま

で面倒見てもらってないし大変なのだよね

というふうに言われたのですね。たまたま

それは私が行ったクリーニング屋さんだけ

なのかもしれませんけれども、ではほかの

業種のほうはどうなのかなということで、

ちょっとすごい不安なのですね、いろいろ

考えれば。そこら辺ちょっと、何か押さえ

ていることがあればお聞かせ願いたいなと

思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、加藤経済

課長。 
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○経済課長（加藤勝廣君） 今まで飲食業

の方ですとか、例えば蔓延防止措置期間中

は時短で営業すれば支援金が当たるよとい

う部分があったわけですけれども、それ以

外の事業者の方についても実は事業復活支

援金とか一応国のほうの支援金があって、

２０２１年１１月から２２年３月のいずれ

かの月額の売上げが２０１８年の１１月か

ら２１年の３月までの間の任意の同じ月の

売上げと比較して５０％以上、または３０

％以上５０％未満の方の場合については、

事業者個人の場合は５０万円とかというこ

とで支援金が当たるようになっておりま

す。 

 町としては国と北海道の支援がある部分

については、ちょっと支援の対象にしてい

ませんけれども、そのはざまというか、隙

間の支援が全く当たらないような人につい

ては、一応金融担当者会議というものを開

いて、そこでどういった支援ができるかと

いうこともやっておりますので、そこで検

討することになると思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） １０番二川委

員。 

○１０番（二川 靖君） それは分かって

聞いています。 

 例えば売上げが３０％、５０％落ちたと

きに、本当に経営者がもつのかなというこ

となのです。それで５０％売上げが落ちる

というふうに考えれば、一般の中小企業潰

れてしまいますよね、相当蓄えがないと。

そういったことがやっぱり考えていかなけ

ればいけないのかなというふうに思ってい

るのですよね。 

 先ほど言ったように、飲食業や宿泊業や

ら、前回はお酒を販売している卸というこ

とで補助は出しているのですよね。そう

やって考えたらやっぱりもうちょっと幅広

く事業を行っている人の意見もちょっと聞

いてもらいたいなというふうに思っている

のですよね。 

 そういった中で、例えば何か手だてがで

きるのかできないのかというのは、これは

金に関わってくるので、あるのかもしれま

せんけれども、そういった部分もやっぱり

一部を緊急的に支援する場合に備え計上と

いうよりも、そういったことも考えた上で

の計上、何というのですか、緊急的に支援

するというのではなくて、そういった反面

逆に、そういった支援もできるようなこと

も考えていってほしいなというふうに思っ

ているのですけれどもどうでしょうかね。 

○委員長（髙橋秀樹君）  答弁、渡辺町

長。 

○町長（渡辺俊一君） このコロナになっ

て今年３年目ということで、去年おととし

と２年間かなりコロナの影響があって、町

内の経済にも非常に大きな打撃があったの

かなというように思っています。 

 とりわけ飲食だとか、それからそこにお

酒を提供しているところ、それから宿泊だ

とか、それから観光業だとか、非常に打撃

の大きいところ、そういったところにとり

わけ集中的に支援もしてきています。それ

と併せて、事業を継続していただけるよう

にということで幅広く飲食だとか、それか

ら観光業だとかそういったところだけでは

なくて、小売店だとか、サービス業ですと

か、そういったところも含めてそういう支

援も、この間２回やってきています。それ

は、国が５０％だとか３０％だとか売上げ

が落ちただとかということで、大きく影響

のあるお店もありますけれども、５％ぐら

いかな、１０％ぐらいかな、かなり低い

パーセントまで拾って、ちょっと今パーセ

ント思い出せないのですけれども、国だと

かよりもさらに影響の小さかったけれども

というようなところも含めて支援をしてき

ています。 

 支援の額は売上げが落ちたというパーセ

ントだとか、それから売上額、どのぐらい

の影響額が出たのかだとか、そういったも

のも含めてそれに応じた支援額というよう

になっていますので、売上げの落ちたパー
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セントが少ないだとか金額が少ないだとか

となると、支援金もそれに応じて少ないの

ですけれども、しかしながら最低たしか５

万円ぐらいからだったと思うのですけれど

も、少なからず支援の対策というのは取っ

てきております。 

 今言ったように、たしか最低で５万円ぐ

らいだったと思いますので、年間の売上げ

でいったら本当に微々たるものなのかもし

れません。売上げが落ちているというのは

一月だとかそういうところでの計算ですか

ら、それが１２か月かかったらそれを１２

倍するとどれだけになるのだという話にも

なるわけですけれども、しかしながら全て

を支援できるということでもありませんの

で、本当に僅かながらというような形にも

なってはいますけれども、そういう形で支

援もしてきています。それはこの２年間の

中で２回ほどやってきています。 

 先ほど言った飲食だとかそういうのはま

たさらに厳しい時期を乗り越えられるよう

にということで、そういう時期時期でまた

やってきている部分もありますけれども、

そういう形でやってきています。それは、

先ほど経済課長のほうからも話ししました

けれども、町内の金融機関ですとか商工会

さんですとか、そういった方たちに集まっ

ていただいて、今のまちの中の経済状況ど

うだろうかと、今どこに支援をしなければ

ならないのだろうかだとか、支援の中身は

どんなものがいいのだろうかだとか、そう

いったことを協議をしながらやってきてい

るということであります。ですので、今後

も、今回予算としては当初の予算では事業

継続緊急支援金と、それからプレミアム付

商品券の発行事業と、この二つを載せてご

ざいますけれども、これからもそういう町

内の商工会さん、それから金融機関さん等

集まっていただいていろいろ協議をしなが

ら、その中で町内のいろいろな商工業者さ

んの状況などもつかみながら、支援をしな

ければならないときに、本当に必要なとき

に必要な支援ができるような、そういう体

制をこれからもつくっていきたいなと考え

ているところでございます。御理解いただ

ければというように思います。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） １０番二川委

員。 

○１０番（二川 靖君） 今おっしゃられ

るとおり、今後もしっかり対策を講じてほ

しいなというふうに思っていますし、前経

済課長のほうでは、何か表みたいのをつ

くって、このくらいの業者がどうのこうの

と表をつくっていたのですね。多分１回２

回、補助金を出すときはやるけれども、多

分今の中ではそれもでき得てない状況なの

かなと、ちょっと分からないですよ。その

ときのやつはあるけれども、それ以降の今

言っているように、金融機関だとか商工会

だとか、話はしているのですけれども、今

の状況は押さえているけれども、では本当

にどうやって今まで配分してきたのかなと

いう資料は残っていても、多分今議論して

いても多分商工会だとか金融機関と話して

いても、どこが困った、ここが困ったとい

うだけの押さえだけだというふうに思いま

すので、今後ともやっぱりそういった議論

をしてもらいながら、予算決められていま

すから手厚いとは言えないけれども、やっ

ぱり対策を講じてほしいなということで

ちょっと発言をさせていただいたというこ

とで、町長の言っていることは理解できま

すので、またよろしくお願いしたいなと思

います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に、商工振興

費、何かございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２目消費者対策

費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ３目観光費、質

疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（髙橋秀樹君） 休憩のため、暫

時休憩をいたします。 

 ３時１０分まで休憩をいたします。 

午後 ３時０２分 休憩 

午後 ３時１４分 再開 

○委員長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会

議を再開いたします。 

 １６４ページ、第８款土木費に入りま

す。 

 第１項土木管理費の１目土木総務費、質

疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ２目地籍調査

費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２項道路橋梁

費の１目道路維持費、質疑はありません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ２目道路管理

費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ３目土木車両管

理費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ４目臨時地方道

整備事業費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ５目道路新設改

良費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第３項河川費の

１目河川総務費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ２目河川維持

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １７６ページ、

第４項都市計画費の１目都市計画総務費、

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２目下水道費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ３目公園管理

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ４目公園事業

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ５目中心市街地

活性化推進費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １８０ページ、

第５項住宅費の１目住宅管理費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ２目住宅建設

費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １８４ページ、

第９款消防費に入ります。 

 第１項１目消防費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２目水防費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ３目災害対策

費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １９０ページ、

第１０款教育費に入ります。 

 第１項教育総務費の１目教育委員会費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２目事務局費。 

 ８番川上委員。 

○８番（川上修一君） 塾の関係で質問を

させていただきます。 

 質問の内容は、塾のことというよりも私

すごい成果が出ていてよろしいなと。今年

の高校の入学もたしか６３名でしたか、今

年入学する人。５７、そうですか。でも多

いほうですよね。それで、まず今年の高校

を卒業する方の進学の状況、それから分か

る範囲で結構なのですけれども、高校卒業

して足寄で就職される方は何名ぐらいい

て、差し支えがなければ、どういった業種
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に就職されているのかなということがお分

かりでしたらお尋ねします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 丸山教育次長、

答弁。 

○教育次長（丸山一人君） お答えいたし

ます。 

 先ほどの入学者については、合格発表出

まして５７名を予定しております。 

 御質問のありました今年度の進路の状況

ですけれども、全員まだ決まっているわけ

ではないのですが、今現在ホームページ等

で公表している部分ありますので、その部

分についてはお答えできるかなというふう

に思います。 

 大学への進学については、国公立大学、

４年制の国公立大学については４名が合格

しております。また、私立大学については

９名合格ということになっております。ほ

か短大１名ということで、あと就職につい

ても地方公務員については３名が決定して

いるというふうに伺っております。また、

民間企業につきましては、町内で就職した

と、どういった業種でしょうかという御質

問ですが、今現在把握している人数は８人

ということでございます。具体的には

ちょっと会社名についてはちょっと控えさ

せていただきたいのですけれども、例えば

足寄町社会福祉協議会にも３名の方が就職

していただけるというふうに聞いておりま

して、そのほかにも建設会社、木材会社に

も就職するというふうに伺っております。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ８番川上委員。 

○８番（川上修一君） すばらしい、進学

も国公立で４名、すごいと思います。それ

から塾だけではないとは思うのですけれど

も、いろいろな塾をはじめ高校生に対する

支援策、それが実を結んで町内にも８人も

就職してくれると、本当にうれしいことだ

と思います。 

 こういったすばらしいことをしているの

ですから、ぜひ今言ったような成果といい

ますか、高校生の進路について広報あしょ

ろあたりに載せて、足高生卒業してこんな

ふうに頑張っているよみたいな、特に地元

にはこんな感じで就職してくれてますなど

という記事を載せて、町民にアピールして

いただいたらいいかなと思うので、その点

よろしくお願いしたいと思います。 

 教育長もちょっと、教育長、すみませ

ん、ちょっとこの関係で答弁といいます

か、何て言えばいいのだろう。これからも

と思っているのですけれども。 

○委員長（髙橋秀樹君） 藤代教育長、答

弁。 

○教育委員会教育長（藤代和昭君） 川上

委員おっしゃったとおり、私もそう思いま

すので、足寄高校というのはいろいろな意

味で学びの場だけではなくて、人材、ある

意味育成の場でもありますので、そういう

子供たちの、卒業生の就職先だとか町内で

の頑張り等々について、そういう啓発活動

にも広報等を使って努めていきたいなと、

そんなふうに思っています。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に、質疑はご

ざいませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ３目生涯学習研

究所費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ４目スクールバ

ス管理費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ５目国際交流推

進費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １９８ページに

入ります。 

 第２項小学校費の１目学校管理費、質疑

はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２０２ページ、

２目学校教育費。 
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 ８番川上委員。 

○８番（川上修一君）  説明資料の９５

ページなのですけれども、先生方のタブ

レットパソコンを購入するということなの

ですね。今小学校のところで質問している

のですけれども、中学校の先生にもタブ

レットを買うと。 

 それで、９月の定例会でこういったパソ

コンを使った授業はどの程度進んでますか

と、たしか質問した記憶があるのですけれ

ども、その後、どうなのでしょうかね、パ

ソコンを使った授業というのは具体的に取

り組まれていることがあればお聞きしま

す。どのように活用して取り組んでいらっ

しゃるか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、丸山教育

次長。 

○教育次長（丸山一人君）  ＧＩＧＡス

クール構想ということで多額な予算を措置

していただいて、１人１台のタブレットを

配置することができました。 

 今回の予算説明資料にある部分について

は教師用のタブレットということで、この

部分については先生方の国庫補助がなかっ

たものですから古いタブレットを使ってい

たのですが、どうもやっぱり使い勝手が悪

いということで、国の補助金を使って新た

に更新するということでございます。 

 御質問にありましたどのように活用進ん

でいるかという部分については、今年度文

教厚生常任委員会の所管事務調査で学校訪

問したときにも、委員の皆さんには活用の

しているところを視察していただいたとこ

ろです。 

 具体的にというとなかなか難しいのです

けれども、やっぱりどれだけ活用するかは

やっぱり教職員のスキルにもかかっている

かなというふうに、大事な部分だというふ

うに思ってまして、様々な研修をやってお

りまして、先日なかなか研修会といっても

１か所に集まる研修は難しいものですか

ら、先進地の方を講師にしてズーム等を活

用して学校におけるタブレットの活用につ

いて研修したところです。引き続き、やっ

ぱり子供たち、たくさん活用していただけ

るような体制をつくっていきたいというふ

うに考えております。 

 以上です。（「分かりました」と呼ぶ者

あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に、質疑はあ

りませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ３目学校建設

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第３項中学校費

の１目学校管理費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２０８ページ、

２目学校教育費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２１０ページ、

第４項社会教育費の１目生涯学習費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２目文化財費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ３目文化・ス

ポーツ振興基金費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ４目博物館運営

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ５目生涯学習館

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ６目社会教育事

業費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ７目図書館費、

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２２０ページ、

第５項保健体育費の１目保健体育総務費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（髙橋秀樹君） ２目総合体育館

運営費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２２６ページ、

３目温水プール運営費、質疑はありません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ４目学校保健

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ５目学校給食

費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ６目給食車管理

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２３４ページに

入ります。 

 第１１款災害復旧費に入ります。 

 第１項公共土木施設災害復旧費の１目河

川災害復旧費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２項農林水産

業施設災害復旧の１目農地災害復旧費、質

疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第１２款公債費

に入ります。 

 第１項公債費の１目元金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２目利子。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第１３款職員費

に入ります。 

 第１項１目職員給与費、質疑はありませ

んか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  第１４款予備

費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 歳出総括質疑あ

りませんか。先ほど言い忘れたやつ、いい

ですか。（発言する者あり） 

 こちらでいいです。 

 ６番熊澤委員。 

○６番（熊澤芳潔君） 先ほどはどうも失

礼いたしました。ちょっと聞き違ったもの

で申し訳ございません。 

 それでは、１４２ページの畜産草地費に

ついてお伺いをいたします。節の２０です

か、貸付金についてお伺いします。 

 畜産振興貸付金だったのですけれども、

３年度については約ですね、５,０００万円

残したよということだったのですけれど

も、今年の予算の中では乳牛が何頭で何ぼ

ぐらいの予算なのか。それから和牛の導入

が何頭で何ぼくらいの予算なのか。それと

その他整備の関係だとは思うのですけれど

も、その他として何ぼぐらいなのか、まず

お伺いしたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、加藤経済

課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 正確には予算

として１頭当たり大体１００万円程度と考

えておりまして、乳牛が何頭だとか、和牛

が、肉牛が何頭だとかということには、正

確には決めておりません。貸付けにつきま

しては、農協に貸し付けておりますので、

農協の内部のほうでどこにどれだけ配分す

るのかということで決めていただくことに

なっています。 

○委員長（髙橋秀樹君） ６番熊澤委員。 

○６番（熊澤芳潔君） ３年度については

牛乳消費で減額になったよということで理

解したのですけれども、その中の今なぜ頭

数聞いたかというと、和牛のほうの導入も

恐らく今まで畜産振興資金貸付けについて

多かったのかなという感じはしますし、そ

ういったことについての影響はどうだった

のかお聞きしたいし、和牛については農協

自体も北海道１位ぐらいの販売高になって

いるのかなということがありますので、で

きれば和牛のことについても心配だったも

のですからお聞きしたかったと思います。 
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○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、加藤経済

課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） これまでで大

体七三の割合ぐらいで乳牛の導入のほうが

多くして、和牛のほうが大体３割程度とい

うふうに押さえています。 

 今回も大体４,７００万円ほどですか、貸

し付けているのですけれども、大体その割

合かなと考えております。（「分かりまし

た」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に、歳出総

括。 

 １１番木村委員。 

○１１番（木村明雄君） それでは、総括

について質問したいと思います。 

 まずは、３月８日、議会において日程

５、行政執行方針であります。先に町長が

行いました。次に教育長が行ったわけで

す。 

 本来であれば、次に農業委員会委員長が

行うはずでありましたが、なぜ執行方針が

なされなかったのか、この辺について

ちょっとまずはお伺いいたします。 

○委員長（髙橋秀樹君）  暫時休憩しま

す。 

午後 ３時３２分 休憩 

午後 ３時３３分 再開 

○委員長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会

議を再開いたします。 

 木村委員の質問からよろしくお願いいた

します。 

○１１番（木村明雄君） それでは、続け

て質問いたします。 

 現在、我が町も農業の高齢化が進み、離

農が進んでおります。これさっき言ったか

な。 

 人はこのまちから離れても残された土地

はこのまま町内に残るわけであります。今

後土地の流動化問題、不在地主問題、そし

て土地交換分合問題、それから土地の有効

利用、そしてパートナー対策問題、これは

一層これから先に向けて人口が減る中で厳

しくなっていくと、そういうふうに考える

わけですが、これについてはまずは農業委

員会からお尋ねをし、そしてまた経済課、

そして町長という形の中でお尋ねをしてい

きたいと思います。ひとつお願いします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 齋藤農業委員会

会長、答弁。 

○農業委員会会長（齋藤陽敬君） 今、木

村委員から御指摘の点につきましては、非

常に農業委員会としてもいろいろ今後にお

いては懸念しております。 

 比較的今は農地の流動化という問題に対

しては、新規就農者やらそれなりの、町で

やっている新規就農者購入というか導入と

いうかしてくれる形の中で、事業の中では

ある程度評価しております。ただ、まだこ

こ５年、１０年先になると、我々の６５歳

とかそういう年代の人たちがリタイヤした

ときに相当農地自体も余ってくるのかなと

いう感じは持っております。ただ、今のと

ころその辺は把握はしておりますが、どう

するということに対してはなかなか、これ

は行政も含めて経済団体も含めて、一緒に

考えていかなければ足寄町の農業も発展し

ないのかなという感じは受けております。 

 そういった意味での中では、足寄の中山

間地域ということで、なかなか農地の分散

化がありますので、面的集積を図ることに

よって経営面積の拡大とか経営の効率化と

いう部分に対してはいい結果が生まれてく

るかと思いますが、なかなか足寄の場合は

中山間ということでなかなか小さな面積の

中ではコストがかかっていく部分の中で

は、これからやる人に対しては非常に厳し

い環境の中で農業経営をやっていかなけれ

ばならないのかなという感じを持っており

ます。 

 そして、今現状の中では、いろいろな世

界状況も含めて考えたときには、コスト

の、経費拡大というか、多分にかかってい

くだろうと。特に農業自体は輸入品の中で

肥料や餌や、そういったものの中ではほと
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んど輸入品に頼っているものですから、そ

ういった部分の中では非常にこれからやっ

ていく農業に対しては厳しい環境なのかな

と。そういった意味の中では、行政の力な

り、それから経済団体の力を借りてやって

いかなければならない部分では多々あると

思いますので、そういったことを踏まえて

農業委員会もこれからやっぱり行政なり経

済団体とお互いに知恵を出し合って、足寄

農業の発展に尽くしていかなければならな

いと思っておりますので、御理解を根願い

たいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、加藤経済

課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 先ほど農業委

員会の会長もおっしゃられたとおり、足寄

町というのは中山間地域ということで、非

常に耕作が難しい地域となっております。

その中で、足寄町中山間事業を取り入れま

して何とか農地を守っていこうということ

で、皆さん３２集落の方頑張っていただい

ておりますし、また経済課としてもこれか

ら考えられる後継者問題だとか新規就農者

の誘致問題とか、いろいろありますけれど

も、農地の集積ということもこれもまた大

事な問題でありますから、今後はその関係

機関を含めた中でいろいろ調整させていた

だければと思っております。 

○委員長（髙橋秀樹君）  答弁、渡辺町

長。 

○町長（渡辺俊一君） 今お二人から答え

がございましたけれども、なかなかその後

一番最後に答えるというのはなかなかつら

いものがあるなというように思っていると

ころであります。 

 足寄町は皆さん御存じのとおり、豊かな

自然とそれから地形、そういったものを生

かしながら農業と林業、これを基幹産業と

いうことで進めてきているところでありま

す。 

 それで、今話にも何回も出てますけれど

も、足寄町はやはり中山間地域ということ

で、帯広中心部などの平らな一枚の畑が非

常に広い、そういったところと違って、

やっぱり条件のあまりよくない中で農業を

進めてきているということであります。畑

作としては、小麦ですとかビート、それか

ら豆類、バレイショ、いわゆる畑作４品と

かと言われていますけれども、そういった

ものを中心にしながら農業を展開していま

すし、畜産、それから酪農、これも足寄町

の中では非常に経営というか取扱高として

は非常に大きな流れになっております。 

 足寄町では平成１６年に放牧酪農推進の

まち宣言をやっておりまして、そういった

部分で放牧酪農を推進しているということ

で、放牧酪農をやりたいという新規就農者

の方がこれまでにも２１組ぐらいですか

ね、そのうち２組だから１９組ぐらいの方

たちが新規就農で入ってきていると。そし

て放牧酪農をやってらっしゃるというよう

なことで、少しずつ新しい人たちも入って

きているという状況なのかなとは思ってお

りますけれども、やはり中山間地域とい

う、そういう地形のために大型の農業とい

うよりは、どちらかいえばやっぱり家族経

営ということで、そういうことが多い状況

なのかなということで、比較的中規模ぐら

いというのか小規模ぐらいというのか、規

模はそんなに大きくはないのかなというよ

うに考えています。その中で、経営者の方

たちもだんだん高齢化してきておりまし

て、後継者不足が進んできている状況なの

かなと考えております。 

 そういった中で、新規就農者の方たちの

入ってくるということも当然これから推進

していかなければなりませんし、それから

コントラクター事業だとか、そういったも

のをやりながら、高齢化してきている経営

者の方たちでもいろいろな支援を頂きなが

ら農業を続けていける、そういったものが

やはりこれから必要になってくるのかなと

考えているところであります。 

 また、農地についても、やっぱり適正規
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模というか、やれる規模というのはやっぱ

りあるのかなというように思っています。

あまり広くしてもやっぱり手が回らなくな

るということもありますので、やっぱり適

正規模、この農家でいくとこのぐらいの規

模がいいよねという、そういう規模という

のはやっぱりあるのかなと。だから、何で

もかんでも規模拡大していくという方向に

はやっぱりなかなかならないのではないか

なというように思っています。そのために

はやはり適正な規模で経営ができるために

は、やはり、離農される方がいて使われな

い農地が出てきますよとなったときに、新

しくやっぱり新しい新規就農者の方が入っ

てくれるような、そういった取組がやっぱ

りこれからも必要になってくるのではない

かなと思っています。そういった中で、き

ちんと土づくりだとか、それから人づくり

だとかというところがやっぱり非常に大事

なのかなと考えているところであります。 

 農協でも地域振興計画の中で、地力の増

進ですとか栽培技術の支援ですとか、輪作

体系の確立ですとか、あと新規作物の導入

ですとか、いろいろな取組を振興計画の中

でも計画をしているということであります

ので、足寄町としても農協とも連携を取り

ながら支援のできるところをきちんと支援

をしていくという形で進めさせていただき

たいなと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １１番木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） ただいま農業委

員長、会長、それからまた経済課長、そし

て町長と、心強い答弁を頂きました。その

中で、やはり足寄農業委員会は我が町足寄

町の将来、そして未来に向けて大きな本当

に課題、問題が山積している中で、この農

政、これを担っていかなければならないと

私は考えるところです。これをこれから先

について、やはり総体的な考え方の中でひ

とつしっかりと頑張っていただきたいと、

それが私の願いであります。 

 そして、先ほどのそれに行くわけなのだ

けれども、よろしいですか。これはもう一

回やったから座っていいですね。（委員長

「そのまま続けていいです」と呼ぶ） 

 そこで、先ほどの執行方針、これについ

て、先ほど私のほうから質問をいたしまし

たけれども、これについてなぜ行政執行方

針がなかったのか、この辺についてお伺い

をしたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 山田農業委員会

事務局長、答弁。 

○農業委員会事務局長（山田弘幸君） お

答えいたします。 

 今回改選期ということで、例年そうなの

ですけれども３年に一回こういうことが起

こってしまって、今回新たな農業委員の中

で会長を選出して、その中で農業委員会の

活動方針をつくるという形になっておりま

すので、どうしても３年に一回こういうこ

とが起きてしまうということで、今回農業

委員会の活動方針がなかったということで

ございますので、御理解のほどよろしくお

願いいたします。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １１番木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） 言っていること

は分からないわけでもないのですけれども

ね。ないのですけれども、私にしたら

ちょっとこれは気に入らないと。これはや

はり執行方針は農業委員会のメンバー、誰

がどのように変わろうと、これは前任者か

ら後任者へと事務引継ぎがなされる。なさ

れて当然のわけですし、そういう形の中

で、これは１２名の委員さんが新しくなっ

たわけなのだけれども、ここで執行方針が

ないという形の中で、新しい人たちが執行

方針つくればいいではないかということに

必ずこれはなると思うのです。しかし、私

のこれは古い考えかどうか分からないけれ

ども、ここで方針があるからこそそれをや

はり目標にして前へ進んでいくということ
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も必要ではないのかと。なぜなかったのだ

と私は思った、一瞬思ったわけなのだけれ

どもね。その辺について、今まであったの

になぜないのだということなのですよ。そ

の辺について、なかったし、ないと言えば

もうそれで、なければそれでいいのだとい

うことでは私はないと思うのだよね。今ま

で皆さんがそれぞれに苦労した形の中で、

骨組みをつくって前へ進んできた。違った

ような形の中で進むのではないのだと思う

のだよ。だから例えば、コピーしたやつが

ここへ出てきたからといったって私はそれ

で納得したわけなのです。その辺につい

て、ちょっとお伺いをしたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 齋藤農業委員会

会長、答弁。 

○農業委員会会長（齋藤陽敬君） 回答に

つきましては、今局長が説明したとおりで

ございますので、こういう年度変わりとい

うか３年に一回のたまたまこういう議会の

中では、今まで過去においても同じような

形の中で、執行方針は次年度６月の定例

会、第２回定例会の中で執行方針という形

で、執行方針というわけではないけれども

農業委員会というのは予算化はなりません

ので、今までの形の中では法的な部分の中

で執行するのと、やっぱりそれとその中に

含まれるのがさっき言った婚活とか、それ

から年金の関係は農業委員会としての部分

の中では仕事はきちんとやっていかなけれ

ばならない部分だし、木村委員の言うこと

も分かりますが、これは例年のごとく３年

に一回はこういうことがあるということだ

けは御理解願いたいと思うし、多分６月に

はそれなりの活動方針というか、その部分

は出てくると思いますので御理解願いたい

と思います。（「分かりました」と呼ぶ者

あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 歳出総括、ほか

にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

◎ 延会宣告 

○委員長（髙橋秀樹君） 時間となりまし

たので、本日の予算審査特別委員会を延会

といたします。 

 明日、引き続き審査を行いたいと思いま

すので、よろしくお願いをいたします。 

午後 ３時４８分 延会 
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